
SUMMARY

This paper examined the changing situations of female kabuki actors from the Meiji period to 
the Showa period. Through the research of the members of the Koshibai (minor style kabuki) 
Ichikawa Ichizō Theater Company which staged performances exclusively until 1975, and the 
history of the company’s activities and its unique theater productions, it was found that there 
were many active Onna Yakusha (female kabuki actors). Previous research showed that some 
female kabuki actors such as Ichikawa Kumehachi and Nakamura Kasen were active from the 
Meiji to Taisho periods, and Onna kabuki had become popular, as female actors were required 
for the modernization of theater. However, by the end of the Taisho period, it was said that 
Onna kabuki had disappeared and there were no more Onna Yakusha. Afterwards, women 
were excluded from kabuki in order for Ōkabuki (major style kabuki) to become a “traditional 
classical performing art” amid modernization . In actuality, many of them continued to be 
active in minor style kabuki companies called Koshibai, even in the Showa period, until around 
1975. Actually, they continued to work as instructors of amateur kabuki in various places after 
retirement, and played a major role in the survival of folk performing arts.
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舞
伎
）
が
禁
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
明
治
一
○
年
「
西
洋
諸
国
で
は
女
性
が
演
劇
に
従
事
」
し
て

お
り
「
女
性
達
を
開
化
に
向
か
わ
せ
た
い
」
と
の
願
い
出
が
聞
き
入
れ
ら
れ
て
女
性
の
興
行
が

認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
明
治
二
三
年
に
男
女
混
合
芝
居
の
許
可
も
出
さ
れ
　11
、
女
性
達
も
舞
台
に

立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
狂
言
師
の
中
に
は
岩
井
粂
治
や
柏
木
衛
門
　12
な
ど
歌
舞
伎
を
舞
台

で
演
ず
る
者
達
が
現
れ
、そ
の
代
表
は
市
川
九く

め女
八は
ち［
一
八
四
五
前
後
～
一
九
一
三
］　13
で
あ
る
。

彼
女
は
女
だ
け
の
歌
舞
伎
一
座
を
率
い
て
東
京
神
田
の
三
崎
座
な
ど
で
興
行
し
た
。
依
田
学
海

が
九
女
八
の
芸
を
認
め
、
ま
た
九
代
目
団
十
郎
の
門
下
と
な
り
女
団
洲
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た

こ
と
は
歌
舞
伎
研
究
の
中
で
は
有
名
で
あ
る
。
彼
女
に
つ
い
て
の
記
事
や
論
考
は
多
い
　14
が
、

と
く
に
佐
藤
に
よ
る
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
」　15
で
は
、
微
細
な
追
跡
が
さ
れ
て
い
る
。
九
女

八
は
依
田
が
命
名
し
た
守も
り
ず
み住
月げ
っ
華か

の
名
で
新
派
の
舞
台
に
も
立
っ
た
。

　
九
女
八
が
三
崎
座
か
ら
離
れ
た
後
も
、
岩
井
米
花
、
市
川
若
八
な
ど
の
弟
子
や
、
九
女
八
の

一
座
で
育
っ
た
市
川
鯉
昇
、
松
本
錦
糸
、
澤
村
紀
久
八
、
中
村
千
升
、
岩
井
染
八
、
岩
井
染
次

な
ど
が
三
崎
座
で
女
歌
舞
伎
を
常
打
ち
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
大
正
期
に
は
下
火
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
女
役
者
は
消
滅
し
た
と
い
う
認
識
　16
が
生
ま
れ
て
い
る
。
確
か
に
お
狂
言
師
の

系
譜
は
こ
こ
で
消
え
た
と
い
え
る
が
、
し
か
し
女
役
者
は
消
滅
し
て
い
な
い
。

二-

二
、
大
歌
舞
伎
門
閥
の
娘
達

　
大
歌
舞
伎
門
閥
の
娘
た
ち
の
幾
人
か
が
大
歌
舞
伎
の
男
役
者
と
共
に
歌
舞
伎
座
の
舞
台
に
も

立
っ
た
。
彼
ら
は
新
派
や
新
劇
な
ど
の
舞
台
で
も
活
動
し
た
の
で
、
純
然
た
る
「
女
役
者
」
と

言
い
が
た
い
面
も
あ
る
が
、
名
鑑
類
で
「
歌
舞
伎
俳
優
」
あ
る
い
は
「
歌
舞
伎
座
附
女
優
」「
歌

舞
伎
女
優
」　17

な
ど
と
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
歌
舞
伎
で
の
活
躍
を
前
提
に
活
動
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
九
代
目
団
十
郎
は
歌
舞
伎
改
良
運
動
に
熱
心
で
、
男
女
合
同
演
劇
の
た
め
に
自
分
の
娘
達
、

二
代
目
市
川
翠
扇
［
堀
越
實
子 

一
八
八
一
生
］
と
市
川
旭
梅
［
堀
越
扶
伎
子 

一
八
八
三
～

一
九
四
七
］　18
の
堀
越
姉
妹
を
女
優
に
育
て
た
。
ま
た
、二
代
目
左
団
次
の
妹
初
代
市
川
松
蔦［
高

橋
幸
子 

一
八
九
一
生
］　19
、
八
代
目
河
原
崎
権
之
助
の
娘
で
四
代
目
長
十
郎
の
姉
河
原
崎
紫
扇

［
河
原
崎
貞
子 

一
八
八
六
生
］　20
も
舞
台
に
立
っ
た
。
二
代
目
秀
調
の
一
人
娘
坂
東
の
し
ほ
［
水

田
ふ
く
子 

一
八
八
一
～
一
九
五
七
］　21
は
三
代
目
秀
調
の
妻
で
あ
る
。
明
治
二
～
三
〇
年
代
に

は
、
歌
舞
伎
男
優
に
混
ざ
っ
て
歌
舞
伎
を
演
じ
、
新
派
の
舞
台
に
も
立
っ
た
。
の
し
ほ
に
つ
い

て
は
九
女
八
が
「
女
の
方
で
頼
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
十
二
代
目
守

田
勘
弥
の
五
女
三
代
目
坂
東
玉
三
郎
［
守
田
き
み 

一
八
八
三
～
一
九
〇
五
］　22
は
二
代
目
八
十

助
と
同
じ
舞
台
に
立
ち
、
九
女
八
の
一
座
に
も
同
座
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
客
死
し
た
。

大
阪
で
は
十
一
代
目
仁
左
衛
門
の
養
女
三
保
木
峰
子
［
片
岡
峯
子 

一
八
八
八
生
］　23
は
、
翠
扇

姉
妹
や
松
蔦
や
紫
扇
も
女
優
に
な
っ
た
の
で
「
貴あ
な
た嬢
も
な
り
な
は
れ
と
勧
め
ら
れ
」
て
女
優
に

な
っ
た
と
語
る
。

　
他
に
門
閥
の
娘
で
は
な
い
が
門
閥
の
一
つ
、
淺
尾
大
吉
に
つ
な
が
る
ら
し
い
淺
尾
朝
之
正
　24

が
い
る
が
、
後
述
す
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
お
も
に
明
治
一
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
門
閥
の
娘
達
が
歌
舞
伎
の
男
優
と

同
じ
舞
台
に
立
っ
て
い
る
　25
。
と
こ
ろ
が
国
立
劇
場
に
よ
り
編
ま
れ
る
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便

覧
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
初
代
松
蔦
と
三
代
目
玉
三
郎
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
名
跡

は
そ
の
後
の
歌
舞
伎
男
優
に
継
承
さ
れ
た
の
で
載
せ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
代

の
み
の
男
優
の
名
跡
は
立
項
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
達
は
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
、「
女
優
」
と
い
う
括
り
で
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二-

三
、
大
歌
舞
伎
役
者
の
女
弟
子

　
三
崎
座
で
活
動
し
た
女
役
者
達
の
経
歴
を
見
る
と
、大
歌
舞
伎
役
者
の
弟
子
が
か
な
り
多
く
、

当
時
は
女
性
の
弟
子
を
取
る
こ
と
は
稀
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
名
前
と

屋
号
の
み
許
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
得
る
が
、
以
下
、
俳
優
名
鑑
類
な
ど
に
大
歌
舞
伎
役

者
の
弟
子
と
の
記
載
の
あ
る
女
役
者
を
挙
げ
る
。

　
市
川
九
女
八
は
八
代
目
半
四
郎
の
門
下
と
な
り
、
岩
井
粂
八
の
名
を
貰
い
、
そ
の
後
九
代
目

団
十
郎
の
弟
子
と
な
っ
て
市
川
九
女
八
の
名
を
貰
い
、
女
団
洲
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
歳
で
名
題

披
露
を
し
た
。
一
方
、
関
東
の
九
女
八
に
対
し
て
「
西
に
仲
吉
あ
り
」
と
い
わ
れ
、
関
西
の
女

役
者
の
第
一
人
者
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
中
村
仲
吉
（
中
村
翠
娥
）［
岡
田
わ
か 

一
八
六
一 

岡
崎
市
生
～
一
九
二
六
］　26
で
あ
る
。
父
親
の
中
村
仲
助
が
病
に
倒
れ
、
当
時
九
歳

の
仲
吉
は
父
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
も
っ
ぱ
ら
関
西
地
方
を
廻
っ
た
。
明
治
二
〇
年
代
後
半
か

ら
三
〇
年
代
は
京
都
新
京
極
夷
谷
座
で
中
村
仲
次
を
女
房
役
に
女
歌
舞
伎
を
常
打
ち
し
た
。
四

代
目
芝
翫
に
弟
子
入
り
志
願
し
、
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
五
代
目
歌
右
衛
門
か
ら
中
村
翠す
い
が娥
の

名
を
貰
っ
た
。
立
役
と
し
て
の
声
量
が
あ
り
、
小
屋
の
外
ま
で
り
ん
り
ん
と
台
詞
が
聞
こ
え
、

舞
踊
に
も
優
れ
、
九
女
八
と
並
ぶ
名
声
を
得
た
。
し
か
し
明
治
末
期
に
は
新
派
に
転
向
し
、
川

上
一
座
と
洋
行
公
演
に
も
行
き
、
大
正
一
四
年
に
引
退
し
た
。

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

一
、
は
じ
め
に

　「
女
優
」
す
な
わ
ち
女
性
が
女
役
を
演
ず
る
役
者
の
発
生
は
明
治
期
で
あ
る
。
女
優
の
魁
に

は
千ち
と
せ
べ
い
は

歳
米
坡
（
一
八
五
五
～
一
九
一
八
）
や
川
上
貞
奴
（
一
八
七
一
～
一
九
四
六
）
が
お
り
１
、

貞
奴
が
明
治
四
一
年
に
帝
国
女
優
養
成
所
を
設
立
し
、
森
律
子
ら
の
「
帝
国
劇
場
女
優
」２
を
輩

出
し
た
。
ま
た
松
井
須
磨
子
の
よ
う
に
坪
内
逍
遙
ら
の
指
導
の
下
に
翻
訳
劇
を
中
心
に
活
躍
し

た
「
文
芸
協
会
女
優
」
も
い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
あ
く
ま
で
も
「
女
優
」３
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
一
般
に
男
性
の
み
で
演
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
歌
舞
伎
劇
の
中
に
、
多
く
の

女
性
歌
舞
伎
役
者
が
存
在
し
た
。
女
性
が
女
役
を
演
ず
る
「
女
優
」
に
対
し
て
、
歌
舞
伎
専
門

の
女
性
俳
優
は
「
女
役
者
」
或
い
は｢

歌
舞
伎
女
優｣

「
旧
派
女
優
」
と
呼
ば
れ
た
。「
女
役
者
」

と
は
「
歌
舞
伎
を
本
業
と
す
る
女
性
の
俳
優
を
指
し
、
男
性
の
歌
舞
伎
俳
優
と
同
様
の
演
技
術

を
身
に
つ
け
て
歌
舞
伎
を
演
じ
た
人
々
」４
で
あ
る
。
歌
舞
伎
界
で
女
役
者
が
活
躍
し
た
事
実

に
つ
い
て
は
近
年
の
演
劇
研
究
の
中
で
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
５
。
し
か
し
、
注
目
さ
れ
た
女
役

者
は
市
川
九
女
八
と
中
村
歌
扇
が
主
で
あ
り
、
女
役
者
は
関
東
大
震
災
頃
ま
で
に
消
え
去
っ
た

と
い
う
認
識
６
が
主
流
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
太
平
洋
戦
終
結
頃
ま
で
は
多
く
の
女

役
者
が
活
躍
し
、
戦
後
ま
で
も
女
役
者
は
存
在
し
て
い
た
。

　
筆
者
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
昭
和
五
〇
年
ま
で
歌
舞
伎
専
門
で
地
方
興
行
を
し
て
い

た
中
芝
居
劇
団
市
川
市
蔵
劇
団
の
団
員
、
劇
団
の
活
動
経
緯
、
お
よ
び
小
芝
居
独
特
の
演
目
や

演
出
等
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
調
査
の
中
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
７
。
市
蔵
劇
団
の
中
に
は
二

代
目
及
び
三
代
目
岩
井
小
紫
姉
妹
な
ど
の
女
役
者
が
お
り
、
昭
和
四
五
年
ま
で
歌
舞
伎
専
門
で

活
動
し
た
中
芝
居
劇
団
細
川
興
行
に
は
市
川
吾
妻
と
い
う
女
役
者
が
い
た
。
市
蔵
劇
団
の
元
劇

団
員
で
あ
る
三
代
目
岩
井
小
紫
師
や
市
川
団
四
郎
師
或
い
は
、
市
川
吾
妻
の
長
女
成
瀬
早
苗
氏

に
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
る
う
ち
、
小
紫
や
吾
妻
以
外
に
も
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
代

ま
で
活
躍
し
た
数
多
く
の
女
役
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

ら
の
話
を
元
に
、
数
少
な
い
昭
和
期
の
芸
談
や
女
役
者
な
ど
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
記
録

し
た
書
籍
、
或
い
は
、
こ
れ
ま
た
数
少
な
い
管
見
の
公
演
チ
ラ
シ
な
ど
か
ら
、
わ
ず
か
な
が
ら

昭
和
期
の
女
役
者
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。
昭
和
期
の
女
役
者
は
、
同
時
代
の
劇
界
で
は
既
に

注
目
さ
れ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
劇
評
な
ど
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
る
。
謂
わ
ば
彼
ら
は

近
年
、
歌
舞
伎
研
究
で
注
目
さ
れ
る
「
女
役
者
」
の
残
存
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
聞
き
取

り
も
危
う
く
な
っ
て
い
る
現
在
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
す
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
彼
ら
の

記
録
を
今
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
後
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
聞
き
取
り
調
査
な

ど
に
よ
り
明
ら
か
に
で
き
た
昭
和
期
の
女
役
者
の
記
録
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
は
極
め
て
意
義

あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
九
女
八
や
歌
扇
以
外
の
「
女
役
者
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

と
く
に
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
昭
和
期
に
活
躍
し
た
女
役
者
た
ち
の
系
譜
や
動
向

を
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
は
明
治
期
か
ら
始
ま
っ
た
女
役
者
の
系
譜
を
分
類
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
昭
和

期
ま
で
活
躍
し
た
女
役
者
た
ち
の
動
向
な
ど
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
８
。

二
、
明
治
期
以
降
に
活
躍
し
た
女
役
者
と
そ
の
系
譜

二-
一
、
お
狂
言
師
の
系
譜

　

　
江
戸
期
ま
で
官
許
の
劇
場
で
は
女
性
に
よ
る
歌
舞
伎
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
お
狂

言
師
」９
と
呼
ば
れ
る
女
性
達
が
存
在
し
た
。
彼
女
達
は
大
奥
や
大
名
屋
敷
の
奥
、
男
子
禁
制

の
場
で
歌
舞
伎
を
演
じ
た
が
、
幕
府
の
瓦
解
後
活
躍
の
場
は
な
く
な
っ
た
。
幕
末
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
寄
席
で
の
芝
居
興
行
　10
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
者
も
い
た
が
、
明
治
二
年
に
寄
席

で
の
芝
居
興
行
が
禁
止
さ
れ
、明
治
七
年
に
は
女
性
芸
人
に
限
っ
て
寄
席
で
の
手
踊
り
狂
言（
歌

浅

　野

　久

　枝

　
A

S
A

N
O

 H
isae

昭
和
期
ま
で
活
躍
し
た
女
性
歌
舞
伎
役
者
た
ち

―
女
役
者
の
動
向
と
消
長
―

査
読
論
文
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舞
伎
）
が
禁
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
明
治
一
○
年
「
西
洋
諸
国
で
は
女
性
が
演
劇
に
従
事
」
し
て

お
り
「
女
性
達
を
開
化
に
向
か
わ
せ
た
い
」
と
の
願
い
出
が
聞
き
入
れ
ら
れ
て
女
性
の
興
行
が

認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
明
治
二
三
年
に
男
女
混
合
芝
居
の
許
可
も
出
さ
れ
　11
、
女
性
達
も
舞
台
に

立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
狂
言
師
の
中
に
は
岩
井
粂
治
や
柏
木
衛
門
　12
な
ど
歌
舞
伎
を
舞
台

で
演
ず
る
者
達
が
現
れ
、そ
の
代
表
は
市
川
九く

め女
八は
ち［

一
八
四
五
前
後
～
一
九
一
三
］　13
で
あ
る
。

彼
女
は
女
だ
け
の
歌
舞
伎
一
座
を
率
い
て
東
京
神
田
の
三
崎
座
な
ど
で
興
行
し
た
。
依
田
学
海

が
九
女
八
の
芸
を
認
め
、
ま
た
九
代
目
団
十
郎
の
門
下
と
な
り
女
団
洲
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た

こ
と
は
歌
舞
伎
研
究
の
中
で
は
有
名
で
あ
る
。
彼
女
に
つ
い
て
の
記
事
や
論
考
は
多
い
　14
が
、

と
く
に
佐
藤
に
よ
る
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
」　15
で
は
、
微
細
な
追
跡
が
さ
れ
て
い
る
。
九
女

八
は
依
田
が
命
名
し
た
守も
り
ず
み住
月げ
っ
華か

の
名
で
新
派
の
舞
台
に
も
立
っ
た
。

　
九
女
八
が
三
崎
座
か
ら
離
れ
た
後
も
、
岩
井
米
花
、
市
川
若
八
な
ど
の
弟
子
や
、
九
女
八
の

一
座
で
育
っ
た
市
川
鯉
昇
、
松
本
錦
糸
、
澤
村
紀
久
八
、
中
村
千
升
、
岩
井
染
八
、
岩
井
染
次

な
ど
が
三
崎
座
で
女
歌
舞
伎
を
常
打
ち
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
大
正
期
に
は
下
火
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
女
役
者
は
消
滅
し
た
と
い
う
認
識
　16
が
生
ま
れ
て
い
る
。
確
か
に
お
狂
言
師
の

系
譜
は
こ
こ
で
消
え
た
と
い
え
る
が
、
し
か
し
女
役
者
は
消
滅
し
て
い
な
い
。

二-

二
、
大
歌
舞
伎
門
閥
の
娘
達

　
大
歌
舞
伎
門
閥
の
娘
た
ち
の
幾
人
か
が
大
歌
舞
伎
の
男
役
者
と
共
に
歌
舞
伎
座
の
舞
台
に
も

立
っ
た
。
彼
ら
は
新
派
や
新
劇
な
ど
の
舞
台
で
も
活
動
し
た
の
で
、
純
然
た
る
「
女
役
者
」
と

言
い
が
た
い
面
も
あ
る
が
、
名
鑑
類
で
「
歌
舞
伎
俳
優
」
あ
る
い
は
「
歌
舞
伎
座
附
女
優
」「
歌

舞
伎
女
優
」　17

な
ど
と
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
歌
舞
伎
で
の
活
躍
を
前
提
に
活
動
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
九
代
目
団
十
郎
は
歌
舞
伎
改
良
運
動
に
熱
心
で
、
男
女
合
同
演
劇
の
た
め
に
自
分
の
娘
達
、

二
代
目
市
川
翠
扇
［
堀
越
實
子 

一
八
八
一
生
］
と
市
川
旭
梅
［
堀
越
扶
伎
子 

一
八
八
三
～

一
九
四
七
］　18
の
堀
越
姉
妹
を
女
優
に
育
て
た
。
ま
た
、二
代
目
左
団
次
の
妹
初
代
市
川
松
蔦［
高

橋
幸
子 

一
八
九
一
生
］　19
、
八
代
目
河
原
崎
権
之
助
の
娘
で
四
代
目
長
十
郎
の
姉
河
原
崎
紫
扇

［
河
原
崎
貞
子 

一
八
八
六
生
］　20
も
舞
台
に
立
っ
た
。
二
代
目
秀
調
の
一
人
娘
坂
東
の
し
ほ
［
水

田
ふ
く
子 

一
八
八
一
～
一
九
五
七
］　21
は
三
代
目
秀
調
の
妻
で
あ
る
。
明
治
二
～
三
〇
年
代
に

は
、
歌
舞
伎
男
優
に
混
ざ
っ
て
歌
舞
伎
を
演
じ
、
新
派
の
舞
台
に
も
立
っ
た
。
の
し
ほ
に
つ
い

て
は
九
女
八
が
「
女
の
方
で
頼
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
十
二
代
目
守

田
勘
弥
の
五
女
三
代
目
坂
東
玉
三
郎
［
守
田
き
み 

一
八
八
三
～
一
九
〇
五
］　22
は
二
代
目
八
十

助
と
同
じ
舞
台
に
立
ち
、
九
女
八
の
一
座
に
も
同
座
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
客
死
し
た
。

大
阪
で
は
十
一
代
目
仁
左
衛
門
の
養
女
三
保
木
峰
子
［
片
岡
峯
子 

一
八
八
八
生
］　23
は
、
翠
扇

姉
妹
や
松
蔦
や
紫
扇
も
女
優
に
な
っ
た
の
で
「
貴あ
な
た嬢
も
な
り
な
は
れ
と
勧
め
ら
れ
」
て
女
優
に

な
っ
た
と
語
る
。

　
他
に
門
閥
の
娘
で
は
な
い
が
門
閥
の
一
つ
、
淺
尾
大
吉
に
つ
な
が
る
ら
し
い
淺
尾
朝
之
正
　24

が
い
る
が
、
後
述
す
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
お
も
に
明
治
一
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
門
閥
の
娘
達
が
歌
舞
伎
の
男
優
と

同
じ
舞
台
に
立
っ
て
い
る
　25
。
と
こ
ろ
が
国
立
劇
場
に
よ
り
編
ま
れ
る
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便

覧
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
初
代
松
蔦
と
三
代
目
玉
三
郎
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
名
跡

は
そ
の
後
の
歌
舞
伎
男
優
に
継
承
さ
れ
た
の
で
載
せ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
代

の
み
の
男
優
の
名
跡
は
立
項
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
達
は
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
、「
女
優
」
と
い
う
括
り
で
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二-

三
、
大
歌
舞
伎
役
者
の
女
弟
子

　
三
崎
座
で
活
動
し
た
女
役
者
達
の
経
歴
を
見
る
と
、大
歌
舞
伎
役
者
の
弟
子
が
か
な
り
多
く
、

当
時
は
女
性
の
弟
子
を
取
る
こ
と
は
稀
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
名
前
と

屋
号
の
み
許
さ
れ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
得
る
が
、
以
下
、
俳
優
名
鑑
類
な
ど
に
大
歌
舞
伎
役

者
の
弟
子
と
の
記
載
の
あ
る
女
役
者
を
挙
げ
る
。

　
市
川
九
女
八
は
八
代
目
半
四
郎
の
門
下
と
な
り
、
岩
井
粂
八
の
名
を
貰
い
、
そ
の
後
九
代
目

団
十
郎
の
弟
子
と
な
っ
て
市
川
九
女
八
の
名
を
貰
い
、
女
団
洲
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
歳
で
名
題

披
露
を
し
た
。
一
方
、
関
東
の
九
女
八
に
対
し
て
「
西
に
仲
吉
あ
り
」
と
い
わ
れ
、
関
西
の
女

役
者
の
第
一
人
者
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
中
村
仲
吉
（
中
村
翠
娥
）［
岡
田
わ
か 

一
八
六
一 

岡
崎
市
生
～
一
九
二
六
］　26
で
あ
る
。
父
親
の
中
村
仲
助
が
病
に
倒
れ
、
当
時
九
歳

の
仲
吉
は
父
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
も
っ
ぱ
ら
関
西
地
方
を
廻
っ
た
。
明
治
二
〇
年
代
後
半
か

ら
三
〇
年
代
は
京
都
新
京
極
夷
谷
座
で
中
村
仲
次
を
女
房
役
に
女
歌
舞
伎
を
常
打
ち
し
た
。
四

代
目
芝
翫
に
弟
子
入
り
志
願
し
、
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
五
代
目
歌
右
衛
門
か
ら
中
村
翠す
い
が娥
の

名
を
貰
っ
た
。
立
役
と
し
て
の
声
量
が
あ
り
、
小
屋
の
外
ま
で
り
ん
り
ん
と
台
詞
が
聞
こ
え
、

舞
踊
に
も
優
れ
、
九
女
八
と
並
ぶ
名
声
を
得
た
。
し
か
し
明
治
末
期
に
は
新
派
に
転
向
し
、
川

上
一
座
と
洋
行
公
演
に
も
行
き
、
大
正
一
四
年
に
引
退
し
た
。

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち
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之
助
の
死
後
、
昭
和
三
七
～
八
年
頃
は
市
蔵
劇
団
に
所
属
し
、
立
女
方
を
勤
め
た
。
昭
和
四
○

年
か
ら
数
年
は
、
当
時
の
小
芝
居
で
は
名
の
あ
っ
た
片
岡
延
若
と
一
座
を
組
ん
で
地
方
公
演
を

し
た
が
、
延
若
の
死
去
に
よ
り
引
退
。

二-

四
、
門
閥
の
継
承
者
と
表
明
し
た
淺
尾
朝
之
正
の
系
譜
と
公
演
記
録

　
朝
之
正
に
つ
い
て
は
管
見
の
演
劇
関
係
資
料
に
も
ま
と
ま
っ
た
記
録
が
な
い
が
、
大
正
か
ら

昭
和
初
期
の
名
鑑
類
に
は
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
淺
尾
朝
之
正
［
杉
浦
く
に 

一
八
七
九 

岡

崎
市
生
～
一
九
四
五
前
後
］　43
の
伯
父
は
三
代
目
淺
尾
朝
之
丞
。
八
歳
で
名
古
屋
新
守
座
に
お

い
て
初
舞
台
。
淺
尾
信
治
を
名
乗
り
一
六
歳
の
時
、
座
頭
と
な
っ
た
。「
吉
野
家
直
流
　
淺
尾

朝
之
正
」「
吉
野
家
宗
家
故
三
代
目
淺
尾
大
吉
の
系
統
に
し
て
獨
立
し
て
今
に
至
る
」と
さ
れ
る
。

大
正
二
年
の
頃
、
四
代
目
朝
之
丞
を
襲
名
し
、
大
正
八
年
駒
形
劇
場
に
て
朝
之
正
と
改
名
。
大

正
・
昭
和
期
は
東
京
に
居
住
し
た
。

　『
俳
優
名
鑑
』（
杉
岡
一
九
二
四
）
の
末
尾
掲
載
の
各
門
閥
系
譜
の
中
に
、
初
世
工
左
衛
門
か

ら
の
淺
尾
家
系
譜
が
記
さ
れ
、
現
在
の
代
表
者
と
し
て
四
代
目
大
吉
と
七
代
目
奥
山
の
名
に
並

ん
で
「
女
優
　
朝
之
正
」
の
名
が
あ
る
。
淺
尾
家
は
「
初
世
浅
尾
工
左
衛
門
の
門
系
に
浅
尾
額

十
郎
、
浅
尾
大
吉
ら
が
あ
り
、
額
十
郎
は
実
川
氏
を
起
し
、
初
世
浅
尾
大
吉
系
に
浅
尾
徳
三
郎
・

浅
尾
関
十
郎
ら
が
あ
る
」　44
と
さ
れ
る
。
工
左
衛
門
に
始
ま
る
本
流
は
実
川
氏
に
引
き
継
が
れ

た
の
で
、
大
吉
を
「
宗
家
」
と
い
う
の
は
や
や
無
理
が
あ
る
も
の
の
、
大
吉
や
奥
山
と
連
名
で

朝
之
正
の
名
が
載
る
意
味
は
あ
る
だ
ろ
う
。『
俳
優
名
鑑
』
に
は
「
門
下
三
十
余
名
あ
り
」
と
記

さ
れ
、
紀
久
八
と
並
ん
で
小
朝
次
、
壽
朝
、
信
治
、
信
奴
の
弟
子
達
が
載
る
。
弟
子
ま
で
名
鑑

に
載
る
ほ
ど
力
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
ま
た
『
読
売
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月

一
六
日
朝
刊
に
は
朝
之
正
の
転
居
情
報
が
載
る
。
こ
れ
ら
か
ら
鑑
み
て
、
東
京
の
女
歌
舞
伎
役

者
と
し
て
そ
れ
な
り
の
活
動
を
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
大
正
五
年
か
ら
昭
和
二
年
に
か
け
て
浅
草
清
遊
館
、
四
谷
大
黒
座
、
駒
形
劇
場
、
芝
開
盛
座
、

神
田
新
声
座
な
ど
で
公
演
　45
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
紀
久
八
、
重
の
井
、
鯉
喜
之
助
、
染
八

ら
と
同
座
し
た
。
昭
和
二
年
は
精
力
的
で
あ
る
。
二
～
三
月
は
早
稲
田
座
で
「
女
歌
舞
伎
」
朝

之
正
一
座
公
演
、
四
～
五
月
は
本
所
亀
楽
座
の
初
開
場
で
、
朝
之
正
、
仲
七
ら
が
公
演
し
、
そ

の
後
も
「
如
何
に
し
て
も
女
歌
舞
伎
の
定
小
屋
を
東
京
に
」
と
努
力
し
、
一
一
月
か
ら
は
本
郷

三
晃
座
の
初
開
場
で
朝
之
正
と
二
代
目
錦
糸
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
た
。

　
さ
て
、
朝
之
正
の
活
動
で
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。『
岩
手
毎
日
新
聞
』
大
正
一
五
年

一
一
月
一
九
日
記
事
に
は
、
歌
右
衛
門
が
頭
取
の
東
京
俳
優
組
合
か
ら
大
正
一
二
年
末
に
分
離

し
て
東
京
歌
舞
伎
女
優
組
合
を
設
立
し
た
と
あ
る
。そ
の
設
立
は「
朝
之
正
の
力
で
あ
る
」と
し
、

組
合
長
選
挙
で
、
の
し
ほ
三
票
、
歌
扇
、
仲
次
、
紀
久
八
は
各
二
票
、
重
の
井
、
染
八
、
鶴
枝
、

仲
七
は
各
一
票
に
対
し
、
朝
之
正
が
二
三
票
獲
得
し
、
絶
対
多
数
を
持
っ
て
組
合
長
に
選
出
さ

れ
た
と
い
う
。

　「
東
京
歌
舞
伎
女
優
組
合
」の
設
立
が
事
実
か
ど
う
か
、『
岩
手
毎
日
新
聞
』の
記
事
以
外
に
は
、

管
見
の
文
献
な
ど
に
は
発
見
で
き
な
い
。
朝
之
正
の
絶
対
多
数
と
い
う
の
は
疑
問
が
残
る
。
弟

子
も
会
員
と
な
り
選
挙
を
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
演
劇
史
の
文
献
に
も
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
「
東
京
歌
舞
伎
女
優
組
合
」
は
大
変
に
興
味
深
い
。
記
録
が
な
い
の
は
実
際
に
は

活
動
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
大
震
災
直
後
と
い
う
時
期
が
悪
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
も

う
消
え
ゆ
く
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
女
役
者
の
活
動
な
ど
、
無
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
朝
之
正
が
女
歌
舞
伎
の
復
活
に
力
を
入
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。『
現

代
俳
優
名
鑑
』（
揚
幕
社
編
輯
部
一
九
二
三
）
に
は
自
ら
「
十
年
以
来
女
歌
舞
伎
の
復
活
に
全
力

を
そ
ゝ
ぎ
居
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
略
伝
に
も
「
女
歌
舞
伎
復
活
に
、
全
力
を
挙
ぐ
」
と
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
続
い
て
「
さ
れ
ど
長
く
不
遇
な
り
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
年
の
精
力

的
な
公
演
は
朝
之
正
の
女
歌
舞
伎
復
活
に
か
け
た
行
動
　46
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
二
年
一
一

月
の
公
演
以
降
、
東
京
で
の
公
演
記
録
は
な
く
、
以
降
の
動
向
は
つ
か
め
な
い
。
昭
和
初
期
の

名
鑑
類
に
は
名
が
載
る
の
で
、
戦
前
ま
で
は
活
動
を
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
晩
年
、
伊
井

友
三
郎
の
番
頭
を
し
て
い
た
大
山
果
峰
と
結
婚
し
「
京
都
日
活
の
撮
影
所
で
老
婆
役
ば
か
り
し

て
居
た
」
と
い
う
　47
。
女
役
者
は
廃
業
し
て
、
映
画
の
脇
役
女
優
と
し
て
糊
口
を
し
の
い
で
い

た
ら
し
い
。

二-

五
、
師
弟
の
系
譜
が
明
ら
か
で
な
い
女
役
者
達

　
師
匠
を
持
た
ず
、
小
芝
居
の
中
で
歌
舞
伎
の
演
技
を
習
得
し
て
い
っ
た
女
役
者
達
も
多
か
っ
た
。

　
藤
村
鶴
枝
［
中
島
さ
く 

一
八
五
六
生
］　48
は
日
本
舞
踊
藤
村
派
の
家
元
の
家
に
生
ま
れ
た
。

一
六
歳
よ
り
妹
の
吉
次
と
共
に
一
座
を
組
み
、
実
父
が
太
夫
元
、
彼
女
が
座
頭
と
し
て
全
国
を

廻
っ
た
。
一
六
歳
で
名
題
披
露
。
寿
座
、
三
崎
座
に
出
勤
し
た
。
市
川
米
寿
［
福
田
て
る 

一
八
七
六 

現
豊
田
市
生
～
一
九
五
二
］　49
は
三
歳
か
ら
養
母
に
舞
踊
を
習
い
、
一
〇
歳
で
地
元

の
子
を
集
め
て
素
人
芝
居
を
始
め
た
。
一
七
歳
で
市
川
照
吉
と
名
乗
っ
て
一
〇
人
余
り
の
一
座

の
座
頭
と
な
り
地
方
興
行
を
行
う
。
一
八
歳
で
西
川
鯉
三
郎
に
入
門
。
二
三
歳
で
結
婚
し
た
が
、

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

　
三
崎
座
で
活
躍
し
た
中
村
千
升
［
江
川
は
る 

一
八
五
一
生
］　27
は
九
歳
で
京
橋
の
一
座
で
初

舞
台
。
そ
の
後
、
三
代
目
仲
蔵
の
妻
志
賀
山
千
加
久
に
入
門
し
て
千
升
と
名
乗
り
、
の
ち
仲
蔵

の
門
弟
と
な
っ
た
。
一
六
歳
で
名
題
披
露
を
し
、
師
の
元
で
修
業
し
た
が
、
当
時
女
芝
居
が
禁

じ
ら
れ
て
い
た
の
で
自
ら
座
頭
と
な
っ
て
十
年
以
上
地
方
巡
業
を
し
た
。「
下
廻
り
を
し
た
事

は
な
い
」
が
「
ト
ン
ボ
も
稽
古
し
ま
し
た
し
十
手
も
持
ち
ま
し
た
」
と
語
る
。
松
本
錦
糸
［
岩
井

千
代 

一
八
五
四
生
］　28
は
明
治
二
年
に
初
代
団
升
（
三
代
目
松
本
錦
升
）
の
弟
子
に
な
り
、

二
二
歳
で
名
題
披
露
。
二
五
歳
で
錦
糸
の
名
を
許
さ
れ
、
三
崎
座
の
女
歌
舞
伎
の
座
頭
を
長
く

勤
め
た
。
市
川
流
の
荒
事
が
得
意
。「
十
数
年
間
三
崎
座
に
立
籠
り
大
奮
闘
を
續
け
た
功
績
は

確
か
に
我
演
劇
史
を
飾
る
も
の
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
る
。

　
川
崎
屋
市
川
権
十
郎
の
弟
子
は
多
く
、
鯉
昇
、
鯉
喜
之
助
、
崎
升
ら
が
い
る
。
皆
、
三
崎
座

に
出
勤
し
た
。
市
川
鯉
昇
［
岡
本
よ
し 
一
八
五
三
ヵ
～
一
九
〇
五
］　29
は
明
治
三
○
年
代
後
半

ま
で
三
崎
座
の
女
役
者
一
座
を
率
い
た
。
市
川
鯉
喜
之
助
［
江
原
き
く 

一
八
六
三
生
］　30
は
、

一
五
歳
で
芝
居
の
道
に
入
り
、
若
い
頃
は
地
方
を
巡
業
し
た
。
一
九
歳
で
名
題
披
露
を
し
、
権

十
郎
の
紹
介
で
三
崎
座
に
落
ち
着
い
た
。
市
川
崎
升
［
服
部
貞
子 

一
八
五
七
生
］　31
は
政
岡
の

よ
う
な
役
や
立
役
を
得
意
と
し
た
。

　
澤
村
紀
久
八
［
山
本
あ
ぐ
り 

一
八
六
四
生
］　32
は
幼
少
よ
り
舞
踊
、
三
味
線
を
習
得
し
、

一
四
歳
で
の
ち
の
七
代
目
中
車
ら
の
一
座
で
初
舞
台
。
寿
座
な
ど
に
出
勤
。
九
女
八
の
一
座
に

も
出
演
し
、
地
方
も
廻
っ
た
。
一
九
歳
で
名
題
に
昇
進
。
二
一
歳
で
四
代
目
源
之
助
の
門
下
と

な
り
紀
久
八
を
名
乗
っ
た
。
九
女
八
の
一
座
に
長
く
居
り
、
そ
の
後
も
長
く
三
崎
座
に
出
勤
。

大
正
九
年
に
は
朝
之
正
と
も
一
座
し
た
。
一
時
、
心
を
病
ん
だ
こ
と
は
有
名
で
、
そ
れ
は
『
侠

艶
録
』
な
ど
に
小
説
化
、
戯
曲
化
　33
さ
れ
た
。

　
尾
上
梅
代
［
榎
本
愛
子 

一
八
八
一
生
］　34
は
常
磐
津
名
人
の
家
に
生
ま
れ
、
八
歳
か
ら
日
本

舞
踊
を
習
っ
た
。
師
匠
の
手
引
き
で
明
治
二
九
年
に
三
崎
座
で
初
舞
台
を
踏
み
、
明
治
三
三
年

に
五
代
目
菊
五
郎
の
門
弟
と
な
っ
て
梅
代
を
名
乗
り
、そ
の
後
六
代
目
梅
幸
の
弟
子
と
な
っ
た
。

二
五
歳
で
名
題
披
露
。
男
女
合
同
芝
居
の
許
可
後
、
演
技
座
で
源
之
助
ら
の
一
座
に
加
入
。
九

女
八
と
も
一
座
し
た
。
帝
国
劇
場
女
優
養
成
所
で
師
匠
梅
幸
の
代
理
と
し
て
旧
劇
型
物
を
教
授

し
た
。
市
川
左
喜
次
［
米
津
け
ん 

一
八
八
八 

現
西
尾
市
生
］　35
は
一
五
歳
で
子
供
芝
居
の
座
頭

と
し
て
上
京
し
市
村
座
で
好
評
を
博
し
た
。
の
ち
初
代
左
団
次
門
弟
と
な
り
、
一
六
歳
か
ら
三

崎
座
に
出
勤
。
一
九
歳
で
名
題
披
露
し
た
。

　
七
代
目
宗
十
郎
は
女
の
弟
子
を
多
く
取
っ
た
。
六
代
目
田
之
助
は
、
地
方
に
は
祖
父
宗
十
郎

の
弟
子
が
多
く
居
た
と
記
憶
し
、
昭
和
一
五
年
に
同
座
し
た
澤
村
重
の
井
［
辻
八
重 

一
八
九
〇 

豊
橋
生
］　36
は
「
何
を
や
ら
せ
て
も
う
ま
い
っ
て
い
う
人
」「
小
柄
な
が
ら
美
貌
の
女
役
者
で
し

た
」
と
語
る
。
貸
座
敷
の
娘
で
、
芸
事
は
仕
込
ま
れ
て
い
た
。
名
古
屋
の
子
供
芝
居
で
初
舞
台
。

一
七
歳
の
と
き
に
宗
十
郎
門
下
と
な
り
、
深
川
座
に
出
勤
。
そ
の
後
、
九
女
八
の
一
座
に
同
座

し
、
三
崎
座
、
常
盤
座
、
品
川
座
な
ど
に
出
勤
し
た
。
地
方
興
行
で
は
宗
十
郎
が
引
き
立
て
、

一
人
前
に
な
っ
た
の
は
「
今
戸
の
旦
那
の
お
陰
」
で
あ
り
、｢

重
の
井｣

の
名
跡
も
「
澤
村
家
で

は
ナ
カ
〳
〵
由
緒
あ
る
も
の
」
で
「
荷
が
勝
ち
過
ぎ
ま
す
が
」「
師
匠
の
志
」
と
感
謝
し
て
い

る
　37
。
澤
村
茂も

美み

次じ
［
一
九
〇
五 

豊
橋
生
～
一
九
八
〇
］　38
は
地
元
の
素
人
芝
居
か
ら
上
京
し

て
宗
十
郎
の
門
下
と
な
り
、
茂
美
次
の
名
を
貰
っ
た
。
豊
橋
に
戻
り
、
父
親
が
太
夫
元
、
兄
弟

姉
妹
四
人
や
姪
を
中
心
に
し
た
一
座
で
、
兄
が
囃
子
方
、
母
親
が
衣
裳
方
を
担
当
。
茂
美
次
一

座
は
大
正
一
五
年
に
は
地
方
興
行
を
し
て
お
り
、
昭
和
三
年
の｢

東
京
女
優
大
歌
舞
伎｣

公
演

で
は
岩
井
染
八
を
上
置
き
に
し
た
茂
美
次
一
座
が
山
形
県
米
沢
の
松
岬
劇
場
で『
先
代
萩
通
し
』

『
勧
進
帳
』
な
ど
を
上
演
し
て
い
る
。
戦
後
も
興
行
を
続
け
た
。
昭
和
二
七
年
の
舞
台
を
観
た

三
代
目
小
紫
師
に
よ
れ
ば
、
男
女
混
合
の
一
座
だ
っ
た
が
、
茂
美
次
は
実
盛
な
ど
立
役
ば
か
り

演
じ
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
三
七
年
に
は
、
上
方
青
年
歌
舞
伎
で
初
代
扇
雀
（
二
代
目
鴈
治
郎
）

の
女
房
役
だ
っ
た
初
代
中
村
福
太
郎
の
一
座
と
、
茂
美
次
一
座
合
同
の
「
東
京
精
鋭
大
歌
舞
伎

一
座
」
が
、
福
岡
県
飯
塚
の
嘉
穂
劇
場
に
出
演
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
『
実
盛
物
語
』『
太
功
記

十
段
目
』
な
ど
を
上
演
。
福
太
郎
は
真
女
方
な
の
で
、
茂
美
次
が
立
役
を
演
じ
た
。
男
女
逆
転

の
配
役
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
と
き
の
チ
ラ
シ
に
は｢

女
団
十
郎
こ
と
澤
村
茂
美
次｣

と
の

文
言
が
踊
る
。
昭
和
四
○
年
頃
ま
で
は
地
方
興
行
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
、
引
退
後
は
地
元
の

素
人
芝
居
に
出
演
し
、
指
導
も
し
た
。

　
嵐
壽
々
八
［
安
井
ハ
ル 

一
八
九
四 

名
古
屋
生
］　39
は
明
治
四
一
年
か
ら
五
代
目
璃
寛
に
師
事

し
、
子
供
芝
居
の
座
長
と
し
て
全
国
を
廻
り
、「
技
藝
老
功
を
究
め
」
と
評
さ
れ
る
。
昭
和
四

年
に
は
女
歌
舞
伎
一
座
座
頭
と
し
て
渡
米
し
た
。
市
川
楓
女
［
服
部
ふ
く 

一
八
九
六
カ
　
豊

橋
生
］　40
は
一
二
歳
の
時
に
豊
橋
浅
倉
座
で
子
供
芝
居
に
出
勤
し
て
初
舞
台
。
四
代
目
男
女
蔵

に
師
事
し
た
。
尾
上
菊
枝
［
近
藤
富
志
子 

一
九
一
五
生
］　41
は
六
代
目
菊
五
郎
の
推
挙
で
昭
和

六
年
に
名
題
昇
進
し
た
。
市
川
右
鶴
は
小
芝
居
の
大
物
市
川
鶴
之
助
　42
の
弟
子
で
、
前
名
は
小

鶴
。
晩
年
の
鶴
之
助
の
妻
。
本
名
、
生
没
年
は
不
詳
だ
が
、
大
正
十
年
前
後
の
生
ま
れ
と
思
わ

れ
る
。
美
貌
も
腕
も
あ
る
女
役
者
で
あ
っ
た
。
鶴
之
助
が
観
音
劇
場
の
経
営
に
失
敗
し
た
の
ち
、

「
鶴
之
助
・
右
鶴
一
座
」
で
活
動
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
頃
か
た
ば
み
座
に
出
勤
し
、
鶴
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之
助
の
死
後
、
昭
和
三
七
～
八
年
頃
は
市
蔵
劇
団
に
所
属
し
、
立
女
方
を
勤
め
た
。
昭
和
四
○

年
か
ら
数
年
は
、
当
時
の
小
芝
居
で
は
名
の
あ
っ
た
片
岡
延
若
と
一
座
を
組
ん
で
地
方
公
演
を

し
た
が
、
延
若
の
死
去
に
よ
り
引
退
。

二-

四
、
門
閥
の
継
承
者
と
表
明
し
た
淺
尾
朝
之
正
の
系
譜
と
公
演
記
録

　
朝
之
正
に
つ
い
て
は
管
見
の
演
劇
関
係
資
料
に
も
ま
と
ま
っ
た
記
録
が
な
い
が
、
大
正
か
ら

昭
和
初
期
の
名
鑑
類
に
は
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
淺
尾
朝
之
正
［
杉
浦
く
に 

一
八
七
九 

岡

崎
市
生
～
一
九
四
五
前
後
］　43
の
伯
父
は
三
代
目
淺
尾
朝
之
丞
。
八
歳
で
名
古
屋
新
守
座
に
お

い
て
初
舞
台
。
淺
尾
信
治
を
名
乗
り
一
六
歳
の
時
、
座
頭
と
な
っ
た
。「
吉
野
家
直
流
　
淺
尾

朝
之
正
」「
吉
野
家
宗
家
故
三
代
目
淺
尾
大
吉
の
系
統
に
し
て
獨
立
し
て
今
に
至
る
」と
さ
れ
る
。

大
正
二
年
の
頃
、
四
代
目
朝
之
丞
を
襲
名
し
、
大
正
八
年
駒
形
劇
場
に
て
朝
之
正
と
改
名
。
大

正
・
昭
和
期
は
東
京
に
居
住
し
た
。

　『
俳
優
名
鑑
』（
杉
岡
一
九
二
四
）
の
末
尾
掲
載
の
各
門
閥
系
譜
の
中
に
、
初
世
工
左
衛
門
か

ら
の
淺
尾
家
系
譜
が
記
さ
れ
、
現
在
の
代
表
者
と
し
て
四
代
目
大
吉
と
七
代
目
奥
山
の
名
に
並

ん
で
「
女
優
　
朝
之
正
」
の
名
が
あ
る
。
淺
尾
家
は
「
初
世
浅
尾
工
左
衛
門
の
門
系
に
浅
尾
額

十
郎
、
浅
尾
大
吉
ら
が
あ
り
、
額
十
郎
は
実
川
氏
を
起
し
、
初
世
浅
尾
大
吉
系
に
浅
尾
徳
三
郎
・

浅
尾
関
十
郎
ら
が
あ
る
」　44
と
さ
れ
る
。
工
左
衛
門
に
始
ま
る
本
流
は
実
川
氏
に
引
き
継
が
れ

た
の
で
、
大
吉
を
「
宗
家
」
と
い
う
の
は
や
や
無
理
が
あ
る
も
の
の
、
大
吉
や
奥
山
と
連
名
で

朝
之
正
の
名
が
載
る
意
味
は
あ
る
だ
ろ
う
。『
俳
優
名
鑑
』
に
は
「
門
下
三
十
余
名
あ
り
」
と
記

さ
れ
、
紀
久
八
と
並
ん
で
小
朝
次
、
壽
朝
、
信
治
、
信
奴
の
弟
子
達
が
載
る
。
弟
子
ま
で
名
鑑

に
載
る
ほ
ど
力
が
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
ま
た
『
読
売
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月

一
六
日
朝
刊
に
は
朝
之
正
の
転
居
情
報
が
載
る
。
こ
れ
ら
か
ら
鑑
み
て
、
東
京
の
女
歌
舞
伎
役

者
と
し
て
そ
れ
な
り
の
活
動
を
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
大
正
五
年
か
ら
昭
和
二
年
に
か
け
て
浅
草
清
遊
館
、
四
谷
大
黒
座
、
駒
形
劇
場
、
芝
開
盛
座
、

神
田
新
声
座
な
ど
で
公
演
　45
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
紀
久
八
、
重
の
井
、
鯉
喜
之
助
、
染
八

ら
と
同
座
し
た
。
昭
和
二
年
は
精
力
的
で
あ
る
。
二
～
三
月
は
早
稲
田
座
で
「
女
歌
舞
伎
」
朝

之
正
一
座
公
演
、
四
～
五
月
は
本
所
亀
楽
座
の
初
開
場
で
、
朝
之
正
、
仲
七
ら
が
公
演
し
、
そ

の
後
も
「
如
何
に
し
て
も
女
歌
舞
伎
の
定
小
屋
を
東
京
に
」
と
努
力
し
、
一
一
月
か
ら
は
本
郷

三
晃
座
の
初
開
場
で
朝
之
正
と
二
代
目
錦
糸
に
よ
る
公
演
が
行
わ
れ
た
。

　
さ
て
、
朝
之
正
の
活
動
で
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。『
岩
手
毎
日
新
聞
』
大
正
一
五
年

一
一
月
一
九
日
記
事
に
は
、
歌
右
衛
門
が
頭
取
の
東
京
俳
優
組
合
か
ら
大
正
一
二
年
末
に
分
離

し
て
東
京
歌
舞
伎
女
優
組
合
を
設
立
し
た
と
あ
る
。そ
の
設
立
は「
朝
之
正
の
力
で
あ
る
」と
し
、

組
合
長
選
挙
で
、
の
し
ほ
三
票
、
歌
扇
、
仲
次
、
紀
久
八
は
各
二
票
、
重
の
井
、
染
八
、
鶴
枝
、

仲
七
は
各
一
票
に
対
し
、
朝
之
正
が
二
三
票
獲
得
し
、
絶
対
多
数
を
持
っ
て
組
合
長
に
選
出
さ

れ
た
と
い
う
。

　「
東
京
歌
舞
伎
女
優
組
合
」の
設
立
が
事
実
か
ど
う
か
、『
岩
手
毎
日
新
聞
』の
記
事
以
外
に
は
、

管
見
の
文
献
な
ど
に
は
発
見
で
き
な
い
。
朝
之
正
の
絶
対
多
数
と
い
う
の
は
疑
問
が
残
る
。
弟

子
も
会
員
と
な
り
選
挙
を
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
演
劇
史
の
文
献
に
も
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
「
東
京
歌
舞
伎
女
優
組
合
」
は
大
変
に
興
味
深
い
。
記
録
が
な
い
の
は
実
際
に
は

活
動
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
大
震
災
直
後
と
い
う
時
期
が
悪
か
っ
た
の
か
、
或
い
は
も

う
消
え
ゆ
く
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
女
役
者
の
活
動
な
ど
、
無
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
朝
之
正
が
女
歌
舞
伎
の
復
活
に
力
を
入
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。『
現

代
俳
優
名
鑑
』（
揚
幕
社
編
輯
部
一
九
二
三
）
に
は
自
ら
「
十
年
以
来
女
歌
舞
伎
の
復
活
に
全
力

を
そ
ゝ
ぎ
居
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
略
伝
に
も
「
女
歌
舞
伎
復
活
に
、
全
力
を
挙
ぐ
」
と
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
に
続
い
て
「
さ
れ
ど
長
く
不
遇
な
り
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
年
の
精
力

的
な
公
演
は
朝
之
正
の
女
歌
舞
伎
復
活
に
か
け
た
行
動
　46
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
二
年
一
一

月
の
公
演
以
降
、
東
京
で
の
公
演
記
録
は
な
く
、
以
降
の
動
向
は
つ
か
め
な
い
。
昭
和
初
期
の

名
鑑
類
に
は
名
が
載
る
の
で
、
戦
前
ま
で
は
活
動
を
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
晩
年
、
伊
井

友
三
郎
の
番
頭
を
し
て
い
た
大
山
果
峰
と
結
婚
し
「
京
都
日
活
の
撮
影
所
で
老
婆
役
ば
か
り
し

て
居
た
」
と
い
う
　47
。
女
役
者
は
廃
業
し
て
、
映
画
の
脇
役
女
優
と
し
て
糊
口
を
し
の
い
で
い

た
ら
し
い
。

二-

五
、
師
弟
の
系
譜
が
明
ら
か
で
な
い
女
役
者
達

　
師
匠
を
持
た
ず
、
小
芝
居
の
中
で
歌
舞
伎
の
演
技
を
習
得
し
て
い
っ
た
女
役
者
達
も
多
か
っ
た
。

　
藤
村
鶴
枝
［
中
島
さ
く 

一
八
五
六
生
］　48
は
日
本
舞
踊
藤
村
派
の
家
元
の
家
に
生
ま
れ
た
。

一
六
歳
よ
り
妹
の
吉
次
と
共
に
一
座
を
組
み
、
実
父
が
太
夫
元
、
彼
女
が
座
頭
と
し
て
全
国
を

廻
っ
た
。
一
六
歳
で
名
題
披
露
。
寿
座
、
三
崎
座
に
出
勤
し
た
。
市
川
米
寿
［
福
田
て
る 

一
八
七
六 
現
豊
田
市
生
～
一
九
五
二
］　49
は
三
歳
か
ら
養
母
に
舞
踊
を
習
い
、
一
〇
歳
で
地
元

の
子
を
集
め
て
素
人
芝
居
を
始
め
た
。
一
七
歳
で
市
川
照
吉
と
名
乗
っ
て
一
〇
人
余
り
の
一
座

の
座
頭
と
な
り
地
方
興
行
を
行
う
。
一
八
歳
で
西
川
鯉
三
郎
に
入
門
。
二
三
歳
で
結
婚
し
た
が
、

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

100



鶴
と
同
座
。
市
川
吾
妻
［
成
瀬
せ
つ
ヵ 

一
九
一
〇 

西
尾
市
生
～
一
九
八
三
］　58
は
小
学
校
卒
業

後
、
西
尾
市
を
本
拠
に
し
て
い
た
従
姉
妹
市
川
牡
丹
の
一
座
に
子
役
と
し
て
参
加
。
衣
裳
方
の

母
と
共
に
二
○
年
近
く
在
籍
し
て
、
全
国
を
巡
業
し
た
。
愛
知
県
小
原
村
（
現
豊
田
市
）
の
万

年
講
出
身
の
成
瀬
富
治
郎
＝
義
太
夫
三
味
線
方
豊
澤
重
松
が
牡
丹
一
座
に
加
入
し
て
二
人
は
知

り
合
っ
た
。
重
松
は
の
ち
に
三
代
目
猿
之
助
に
重
用
さ
れ
た
三
味
線
の
名
手
で
あ
っ
た
。
牡
丹

の
勧
め
で
吾
妻
と
重
松
が
結
婚
し
た
が
、
牡
丹
一
座
の
給
金
に
不
満
を
感
じ
た
二
人
は
、
昭
和

一
二
年
頃
、
一
座
を
飛
び
出
し
、
歌
舞
伎
専
門
で
全
国
を
廻
っ
て
い
た
中
芝
居
劇
団
細
川
興
行

に
加
入
し
た
。
吾
妻
は
唯
一
の
女
役
者
と
し
て
出
勤
。
昭
和
三
三
年
か
ら
は
重
松
が
太
夫
元
を

兼
ね
て
細
川
興
行
を
率
い
た
が
、
昭
和
四
五
年
に
解
散
し
、
吾
妻
は
引
退
し
た
。

　
大
正
期
か
ら
戦
後
ま
で
活
動
し
た
市
川
九
女
八
＝
市
川
女
升
［
生
没
年
不
詳
］　59
を
森
毅
が

学
生
時
代
に
観
て
そ
の
技
量
を
褒
め
て
お
り
、
人
形
振
り
は
見
事
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
森

は
初
代
九
女
八
の
「
三
代
目
か
な
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
の
関
わ
り
は
不
明
。
昭
和
一
八

年
に
女
升
と
名
を
改
め
た
が
、
そ
の
後
も
九
女
八
の
名
で
出
演
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
三
代

目
小
紫
師
に
よ
れ
ば
、
容
貌
も
美
し
く
「
出
た
だ
け
で
納
得
」
さ
せ
ら
れ
る
立
女
方
だ
っ
た
と

い
う
。
昭
和
二
○
年
代
半
ば
ま
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
お
そ
ら
く
三
○
年
代
前
半

ま
で
活
動
し
て
い
た
。
嵐
八
千
代
［
隅
田
千
代 

一
九
一
九 

名
古
屋
生
］　60
は
五
歳
の
時
京
都
三

友
劇
場
で
初
舞
台
。「
天
才
的
少
女
優
の
称
あ
り
」
と
評
さ
れ
た
。
昭
和
四
年
に
寿
々
八
一
座

の
一
員
と
し
て
渡
米
し
、
八
千
代
の
演
じ
た
弁
慶
が
「
一
行
の
中
の
ピ
カ
一
で
あ
っ
た
」
と
の

評
も
あ
る
。
長
じ
て
の
ち
座
頭
と
し
て
男
女
混
合
の
一
座
を
率
い
た
。
当
り
役
に
、吃
の
又
平
、

紙
屋
治
兵
衛
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
柄
だ
っ
た
が
主
に
立
役
を
勤
め
た
。
昭
和
三
○
年
代
ま
で

活
動
し
、
最
後
ま
で
立
役
も
立
女
方
も
勤
め
た
。
晩
年
は
の
ち
に
市
蔵
劇
団
で
脇
役
を
勤
め
た

片
岡
九
蔵
（
男
優
）
が
相
方
を
勤
め
た
。

　
市
川
升
十
郎
が
率
い
た
市
川
少
女
歌
舞
伎
一
座
　61
は
、
昭
和
三
○
年
前
後
に
大
変
注
目
さ

れ
た
。
愛
知
県
豊
川
の
七
歳
か
ら
十
二
歳
の
少
女
だ
け
の
一
座
で
、昭
和
二
五
年
頃
に
発
足
し
、

昭
和
二
六
年
に
は
静
岡
県
浜
松
座
の
専
属
と
な
っ
た
。
昭
和
二
七
年
に
、
団
十
郎
門
下
の
海
老

十
郎
の
仲
介
で
五
代
目
三
升
（
十
代
目
団
十
郎
）
の
監
修
を
得
て
市
川
少
女
歌
舞
伎
の
名
で
活

動
開
始
。
昭
和
二
八
年
か
ら
は
三
越
劇
場
や
東
横
ホ
ー
ル
、
名
古
屋
御
園
座
な
ど
で
公
演
を
重

ね
、
全
国
的
に
評
判
を
取
っ
た
。
昭
和
三
五
年
に
は
市
川
女
優
座
と
改
名
し
て
昭
和
三
七
年
ま

で
活
動
。
こ
こ
で
活
躍
し
た
女
役
者
は
、
市
川
美
寿
次
、
福
升
、
梅
香
、
升
代
、
寿
々
女
な
ど

が
い
る
。
大
変
な
人
気
を
博
し
た
一
座
で
あ
る
。

　
市
蔵
劇
団
に
は
岩
井
小
紫
を
名
乗
っ
た
女
役
者
が
複
数
い
る
。
二
代
目
岩
井
小
紫
［
清
水
智

子 

一
九
二
九
～
一
九
五
八
］　62
は
父
親
市
蔵
の
率
い
る
小
芝
居
劇
団
の
中
や
、
父
が
加
入
す
る

劇
団
に
同
座
し
て
芸
を
磨
い
た
。「
延
見
子
の
よ
う
な
女
役
者
に
し
た
い｣
と
の
父
の
意
向
で

延
見
子
の
部
屋
子
に
な
り
、
十
代
か
ら
『
黒
手
組
助
六
』
の
揚
巻
な
ど
の
重
い
役
を
付
け
ら
れ

て
修
業
し
た
。『
壇
浦
兜
軍
記
』
の
阿
古
屋
で
三
曲
を
こ
な
す
な
ど
、
存
在
感
の
あ
る
女
方
と

し
て
活
躍
し
た
。
し
か
し
病
弱
で
、
結
核
で
没
し
た
。
二
代
目
小
紫
の
妹
が
三
代
目
岩
井
小
紫

［
兼
元
多
恵
子 

一
九
三
六 

岡
崎
生
］　63
で
あ
る
。
五
歳
で
初
舞
台
を
踏
み
、
父
市
蔵
の
ス
パ
ル

タ
教
育
と
劇
団
内
の
叔
父
達
に
教
育
さ
れ
た
。
姉
同
様
、
阿
古
屋
の
三
曲
も
こ
な
し
、
ま
た
、

活
発
な
性
格
で
、
連
獅
子
の
子
獅
子
で
毛
を
振
っ
て
踊
っ
た
こ
と
は
「
何
千
回
や
っ
た
か
わ
か

ら
ん
」
ほ
ど
。
人
形
振
り
も
得
意
で
、
看
板
役
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
劇
団
員
と
な
っ
た
中
村

時
若
（
兼
元
末
次
）
と
結
婚
。
子
供
を
連
れ
て
地
方
興
行
を
行
っ
た
が
、
次
男
が
小
学
校
へ
上

が
る
昭
和
四
六
年
頃
、
引
退
。
現
在
は
各
地
で
歌
舞
伎
の
演
技
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

二-

六
、
女
役
者
の
弟
子
達

　
九
女
八
の
弟
子
は
数
多
い
。
九
女
八
が
去
っ
た
三
崎
座
で
鯉
昇
と
と
も
に
活
躍
し
た
岩
井

米よ
ね
は
な花［

山
中
は
な 

一
八
五
八
ヵ
～
一
九
一
〇
］　64
は
、
九
女
八
の
高
弟
で
三
崎
座
の
大
立
物
で

あ
っ
た
。
市
川
若
八
［
竹
内
わ
か 

一
八
六
六
生
］　65
は
一
六
歳
で
弟
子
と
な
り
、
二
二
歳
で
名

題
披
露
。
師
に
随
伴
し
て
明
治
二
六
年
か
ら
三
崎
座
に
出
勤
し
た
。
市
川
（
岩
井
）
染
八
［
金

刺
（
山
田
）
さ
く 

一
八
七
三
生
］　66
は
、
興
行
師
の
実
父
が
太
夫
元
で
、
六
歳
で
初
舞
台
。
一

座
の
中
で
諸
芸
を
習
得
。
父
の
死
後
座
頭
と
な
り
地
方
を
興
行
し
た
。
九
女
八
の
門
下
と
な
り

三
崎
座
へ
出
勤
。
二
五
歳
の
時
に
名
題
披
露
。
そ
の
他
九
女
八
の
養
女
市
川
菊
子
［
本
名
守
住

菊
子 

一
八
九
一
～
一
八
一
九
］
も
い
る
。

　
仲
吉
（
翠
娥
）
の
筆
頭
弟
子
は
、
中
村
仲
七
［
本
名
安
藤
さ
と
子 

一
八
六
七 

三
河
生
］　67
で

あ
る
。
名
題
披
露
は
二
八
歳
。
立
役
二
枚
目
ど
こ
ろ
の
役
柄
で
、
明
治
末
年
頃
よ
り
三
崎
座
に

出
勤
し
た
。
そ
の
仲
七
の
弟
子
に
は
中
村
仲
枝
［
水
村
志
津
江 

一
九
一
一
生
］　68
が
い
る
。
大

正
九
年
初
舞
台
。
一
二
歳
か
ら
仲
七
の
弟
子
に
な
っ
た
。
昭
和
三
一
年
か
ら
か
た
ば
み
座
の
解

散
ま
で
出
勤
し
て
い
る
。

　
松
本
錦
糸
の
弟
子
に
は
岩
井
染
次
［
本
名
長
幡
い
せ 

一
八
八
二
生
］　69
が
い
る
。
染
八
の
妹

で
、
九
歳
の
時
三
崎
座
で
初
舞
台
。
ト
ン
ボ
も
返
れ
る
達
者
な
役
者
だ
っ
た
。
三
崎
座
、
宮
戸

座
、
開
盛
座
な
ど
に
出
勤
。
十
九
歳
で
自
身
の
弟
子
大
原
長
之
助
と
結
婚
。
女
歌
舞
伎
が
下
火

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

興
行
を
続
け
た
。
明
治
三
四
年
、
初
代
左
団
次
が
豊
橋
で
興
行
中
、
一
座
の
立
女
方
三
代
目
市

川
米
蔵
が
密
か
に
見
物
し
、
照
吉
の
演
技
に
驚
嘆
し
た
。
そ
れ
が
縁
で
上
京
し
て
高
島
屋
の
門

に
入
り
、
米
蔵
の｢

米｣

と
米
蔵
の
養
父
三
代
目
中
村
寿
三
郎
の｢

寿｣

を
貰
っ
て｢

米
寿｣

と

名
乗
っ
た
。
明
治
三
六
年
に
は
団
十
郎
か
ら｢

市
川
流｣

の
免
状
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
縁
か
、

九
女
八
の
相
手
役
と
し
て
舞
台
に
立
っ
た
。
明
治
三
八
年
、
一
時
休
業
後
、
一
座
を
率
い
て
地

方
興
行
を
始
め
た
。「
芸
風
に
は
師
団
十
郎
の
お
も
か
げ
」
が
彷
彿
と
さ
れ
た
と
あ
り
、「
女
団

十
郎
」
と
し
て
人
気
を
集
め
た
と
い
う
。
女
役
者
中
心
の
一
座
だ
が
男
優
も
同
座
し
た
。
の
ち

に
市
川
少
女
歌
舞
伎
を
率
い
た
市
川
升
十
郎
［
中
田
大
二 

男
優 

一
九
一
三
生
］
が
昭
和
三
年
、

米
寿
に
弟
子
入
り
し
た
当
時
で
三
○
人
弱
の
弟
子
を
抱
え
て
い
た
。
昭
和
一
〇
年
頃
に
は
公
演

活
動
を
停
止
。
自
分
が
伝
え
た
芸
は
「
九
女
八
か
ら
享
け
つ
い
だ
い
わ
ゞ
宗
家
の
お
墨
付
の
よ

う
な
も
の
」
だ
か
ら
、
忘
れ
ず
に
精
進
す
る
よ
う
に
と
い
う
言
葉
が
升
十
郎
に
掛
け
ら
れ
た
餞

別
の
言
葉
だ
っ
た
と
い
う
。
女
団
洲
と
呼
ば
れ
た
九
女
八
の
弟
子
筋
で
、
市
川
宗
家
の
門
下
で

あ
る
と
い
う
自
意
識
は
持
っ
て
い
た
。
市
川
牡
丹
［
牧
原
ゑ
つ 

一
八
八
六 

現
蒲
郡
市
生
～

一
九
四
三
］　50
は
幼
少
よ
り
芸
事
諸
般
を
学
ん
だ
。
明
治
二
二
年
に
西
尾
市
に
転
居
し
、
明
治

三
○
年
頃
か
ら
検
番
に
通
い
、
明
治
三
二
年
か
ら
は
現
安
城
市
に
あ
っ
た
万
人
講
（
芝
居
の
セ

ミ
プ
ロ
集
団
）
で
三
味
線
を
弾
い
た
。
当
時
、
子
供
芝
居
が
盛
ん
で
彼
女
も
舞
台
に
立
っ
た
が
、

所
属
し
て
い
た
座
が
解
散
し
た
の
を
機
に
両
親
が
一
座
を
立
ち
上
げ
た
。
日
露
戦
争
に
よ
り
興

行
が
成
り
立
た
ず
上
京
し
、
五
代
目
小
団
次
な
ど
に
師
事
し
て
、
浅
草
の
舞
台
で
活
躍
し
た
。

大
正
元
年
に
帰
郷
し
市
川
牡
丹
一
座
を
組
ん
だ
。
座
頭
は
牡
丹
、
父
が
太
夫
元
、
母
と
ら
が
囃

子
方
、
母
の
妹
の
つ
ぎ
が
衣
裳
方
と
な
り
、
内
縁
の
夫
中
川
勝
平
は
義
太
夫
三
味
線
方
（
鶴
澤

某
）
と
い
う
、
一
家
で
固
め
た
一
座
で
あ
っ
た
。
牡
丹
の
姪
や
養
女
、
従
姉
妹
達
も
皆
役
者
や

衣
裳
方
に
な
り
、
役
者
は
す
べ
て
女
性
の
「
女
優
座
」
で
あ
っ
た
。
牡
丹
は
目
が
大
き
く
体
格

も
立
派
で
、
立
役
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
、
六
方
を
踏
ん
で
引
っ
込
む
姿
は
女
と
は
見
え
ず
、「
女

団
十
郎
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
樺
太
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
巡
業
し
た
。
大
正
一
五
年
に

は
鯉
昇
と
同
座
。
昭
和
一
七
年
、
群
馬
県
を
巡
業
中
に
倒
れ
、
翌
年
に
没
し
た
。

　｢

最
後
の
女
役
者｣

と
も
呼
ば
れ
る
中
村
歌
扇
［
青
江
ひ
さ 

一
八
八
九
～
一
九
四
二
］
は
非

常
に
重
要
な
女
役
者
だ
が
、
土
田
の
論
考
　51
に
詳
し
い
の
で
、
概
略
の
み
触
れ
る
。
彼
女
は
興

行
師
青
江
俊
蔵
の
養
女
と
な
り
、
一
一
歳
の
と
き
初
舞
台
を
踏
ん
だ
ら
し
い
。
そ
の
後
浅
草
の

芝
居
小
屋
で
娘
歌
舞
伎
一
座
の
座
頭
と
し
て
評
判
を
取
り
、
活
動
写
真
な
ど
に
も
出
演
。
三
崎

座
が
神
田
劇
場
と
改
め
ら
れ
て
か
ら
歌
扇
が
座
頭
と
な
り
人
気
を
博
し
た
。
昭
和
六
年
に
は
森

律
子
ら
女
優
八
人
と
と
も
に
名
題
昇
進
し
た
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
一
〇
月
一
六
日

夕
刊
）。
東
京
で
は
、
歌
舞
伎
を
演
じ
る
代
表
的
小
芝
居
小
屋
宮
戸
座
が
昭
和
一
二
年
に
廃
座

さ
れ
　52
そ
の
二
年
後
、
歌
扇
は
病
に
倒
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
男
女
の
歌
舞
伎
役
者
が
共
演
し

た
常
設
の
歌
舞
伎
舞
台
は
ほ
と
ん
ど
消
え
、「｢

伝
統
的
な
古
典
演
劇｣

で
は
な
い
歌
舞
伎
は
衰

退
の
一
途
」　53
を
た
ど
っ
た
。そ
の
た
め
歌
扇
は｢

最
後
の
女
役
者｣

と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
。『
現

代
俳
優
鑑
』（
木
下
一
九
一
八
）の「
各
派
女
優
の
部
」に
載
る
女
役
者
は
梅
代
と
歌
扇
の
み
、『
演

劇
年
鑑1925

』（
日
本
年
鑑
協
會
編
一
九
二
五
）
の
「
女
優
の
部
」
に
は
歌
扇
の
み
記
載
さ
れ
、

ま
さ
に
「
最
後
の
女
役
者
」
の
扱
い
と
い
え
る
。

　
さ
て
明
治
三
二
年
二
月
、
横
浜
港
座
に
お
い
て
五
歳
か
ら
一
二
歳
ま
で
の
少
女
に
よ
る
「
大

阪
初
上
が
り
」
の
「
ね
ゝ
さ
ん
芝
居
」（
赤
ち
ゃ
ん
芝
居
）
で
『
矢
口
渡
』『
奥
州
安
達
原
』
な
ど

が
上
演
さ
れ
た
が
、
そ
の
座
頭
が
八
歳
の
中
村
時
子
［
一
八
九
二
ヵ
～
一
九
四
六
ヵ
］ 

　54

で
あ

る
。
同
年
七
月
の
埼
玉
県
川
越
座
の
公
演
も｢

少
女
俳
優
の
手
腕｣

は
絶
賛
さ
れ
た
。
長
じ
て

座
頭
を
勤
め
、
大
正
期
に
は
東
京
の
吾
妻
座
、
大
国
座
、
寿
座
、
渋
谷
劇
場
等
に
も
出
演
し
、

九
女
八
に
同
座
し
て
大
阪
公
演
も
行
っ
た
。
市
蔵
劇
団
の
役
者
中
村
時
若
（
松
竹
竹
本
三
味
線

方
豊
澤
時
若
）
は
昭
和
二
○
年
に
時
子
の
弟
子
と
な
っ
た
。
時
若
に
よ
れ
ば
二
代
目
鴈
治
郎
も

「
時
子
さ
ん
な
ら
」
と
認
め
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
当
時
は
男
女
混
合
一
座
の
座
頭
で
、
立
役

も
勤
め
た
。
時
若
の
入
門
二
年
目
に
没
し
た
。
彼
が
後
々
ま
で
尊
敬
し
た
役
者
で
あ
っ
た
。

　
中
山
（
市
松
）
延
見
子
［
松
尾
波
儔
江 

一
九
〇
一
～
一
九
九
一
］　55
は
、
幼
少
よ
り
舞
踊
を

習
い
、
九
歳
頃
か
ら
少
女
だ
け
の
チ
ン
コ
芝
居
の
劇
団
に
属
し
た
。
大
正
九
年
に
松
尾
国
三
と

結
婚
し
、
松
尾
が
座
組
み
し
た
男
女
混
合
の
一
座
で
座
頭
と
し
て
活
躍
。
基
本
的
に
は
女
方
を

勤
め
、『
壇
浦
兜
軍
記
』
の
阿
古
屋
も
演
じ
、
ま
た
早
替
り
も
得
意
と
し
た
。
大
正
九
年
末
か

ら
朝
鮮
、満
洲
へ
在
留
邦
人
慰
問
に
出
か
け
、大
正
一
五
年
と
昭
和
七
年
に
は
米
国
公
演
も
行
っ

た
。
昭
和
一
三
年
に
市
松
延
見
子
と
改
名
。
二
代
目
猿
之
助
、
小
太
夫
、
五
代
目
高
砂
屋
福
助

と
合
同
一
座
を
組
む
な
ど
し
て
昭
和
二
○
年
頃
ま
で
活
動
し
た
。『
演
藝
畫
報
』
に
も
劇
評
や

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
引
退
後
は
夫
と
共
に
松
尾
塾
（
松
尾
芸
能
振
興
財

団
）
を
設
立
し
、
一
般
児
童
へ
の
歌
舞
伎
伝
承
に
努
め
た
。
ま
た
『
義
賢
最
期
』
の
小
芝
居
の

型
が
延
見
子
か
ら
当
代
仁
左
衛
門
や
三
代
目
猿
之
助
に
伝
え
ら
れ
た
　56
。
小
柄
な
体
躯
だ
っ
た

が
、
小
芝
居
の
世
界
の
中
で
目
標
と
さ
れ
る
よ
う
な
女
役
者
だ
っ
た
。

　
市
川
蔦
升
［
森
田
ま
つ 

一
九
〇
四
生
］　57
は
水
戸
森
田
座
の
座
元
市
川
升
之
丞
の
娘
。
昭
和

三
一
年
頃
か
ら
か
た
ば
み
座
の
解
散
ま
で
出
勤
し
て
い
る
。
か
た
ば
み
座
で
は
一
時
期
市
川
右
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鶴
と
同
座
。
市
川
吾
妻
［
成
瀬
せ
つ
ヵ 

一
九
一
〇 

西
尾
市
生
～
一
九
八
三
］　58
は
小
学
校
卒
業

後
、
西
尾
市
を
本
拠
に
し
て
い
た
従
姉
妹
市
川
牡
丹
の
一
座
に
子
役
と
し
て
参
加
。
衣
裳
方
の

母
と
共
に
二
○
年
近
く
在
籍
し
て
、
全
国
を
巡
業
し
た
。
愛
知
県
小
原
村
（
現
豊
田
市
）
の
万

年
講
出
身
の
成
瀬
富
治
郎
＝
義
太
夫
三
味
線
方
豊
澤
重
松
が
牡
丹
一
座
に
加
入
し
て
二
人
は
知

り
合
っ
た
。
重
松
は
の
ち
に
三
代
目
猿
之
助
に
重
用
さ
れ
た
三
味
線
の
名
手
で
あ
っ
た
。
牡
丹

の
勧
め
で
吾
妻
と
重
松
が
結
婚
し
た
が
、
牡
丹
一
座
の
給
金
に
不
満
を
感
じ
た
二
人
は
、
昭
和

一
二
年
頃
、
一
座
を
飛
び
出
し
、
歌
舞
伎
専
門
で
全
国
を
廻
っ
て
い
た
中
芝
居
劇
団
細
川
興
行

に
加
入
し
た
。
吾
妻
は
唯
一
の
女
役
者
と
し
て
出
勤
。
昭
和
三
三
年
か
ら
は
重
松
が
太
夫
元
を

兼
ね
て
細
川
興
行
を
率
い
た
が
、
昭
和
四
五
年
に
解
散
し
、
吾
妻
は
引
退
し
た
。

　
大
正
期
か
ら
戦
後
ま
で
活
動
し
た
市
川
九
女
八
＝
市
川
女
升
［
生
没
年
不
詳
］　59
を
森
毅
が

学
生
時
代
に
観
て
そ
の
技
量
を
褒
め
て
お
り
、
人
形
振
り
は
見
事
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
森

は
初
代
九
女
八
の
「
三
代
目
か
な
」
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
の
関
わ
り
は
不
明
。
昭
和
一
八

年
に
女
升
と
名
を
改
め
た
が
、
そ
の
後
も
九
女
八
の
名
で
出
演
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
三
代

目
小
紫
師
に
よ
れ
ば
、
容
貌
も
美
し
く
「
出
た
だ
け
で
納
得
」
さ
せ
ら
れ
る
立
女
方
だ
っ
た
と

い
う
。
昭
和
二
○
年
代
半
ば
ま
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
お
そ
ら
く
三
○
年
代
前
半

ま
で
活
動
し
て
い
た
。
嵐
八
千
代
［
隅
田
千
代 

一
九
一
九 

名
古
屋
生
］　60
は
五
歳
の
時
京
都
三

友
劇
場
で
初
舞
台
。「
天
才
的
少
女
優
の
称
あ
り
」
と
評
さ
れ
た
。
昭
和
四
年
に
寿
々
八
一
座

の
一
員
と
し
て
渡
米
し
、
八
千
代
の
演
じ
た
弁
慶
が
「
一
行
の
中
の
ピ
カ
一
で
あ
っ
た
」
と
の

評
も
あ
る
。
長
じ
て
の
ち
座
頭
と
し
て
男
女
混
合
の
一
座
を
率
い
た
。
当
り
役
に
、吃
の
又
平
、

紙
屋
治
兵
衛
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
柄
だ
っ
た
が
主
に
立
役
を
勤
め
た
。
昭
和
三
○
年
代
ま
で

活
動
し
、
最
後
ま
で
立
役
も
立
女
方
も
勤
め
た
。
晩
年
は
の
ち
に
市
蔵
劇
団
で
脇
役
を
勤
め
た

片
岡
九
蔵
（
男
優
）
が
相
方
を
勤
め
た
。

　
市
川
升
十
郎
が
率
い
た
市
川
少
女
歌
舞
伎
一
座
　61
は
、
昭
和
三
○
年
前
後
に
大
変
注
目
さ

れ
た
。
愛
知
県
豊
川
の
七
歳
か
ら
十
二
歳
の
少
女
だ
け
の
一
座
で
、昭
和
二
五
年
頃
に
発
足
し
、

昭
和
二
六
年
に
は
静
岡
県
浜
松
座
の
専
属
と
な
っ
た
。
昭
和
二
七
年
に
、
団
十
郎
門
下
の
海
老

十
郎
の
仲
介
で
五
代
目
三
升
（
十
代
目
団
十
郎
）
の
監
修
を
得
て
市
川
少
女
歌
舞
伎
の
名
で
活

動
開
始
。
昭
和
二
八
年
か
ら
は
三
越
劇
場
や
東
横
ホ
ー
ル
、
名
古
屋
御
園
座
な
ど
で
公
演
を
重

ね
、
全
国
的
に
評
判
を
取
っ
た
。
昭
和
三
五
年
に
は
市
川
女
優
座
と
改
名
し
て
昭
和
三
七
年
ま

で
活
動
。
こ
こ
で
活
躍
し
た
女
役
者
は
、
市
川
美
寿
次
、
福
升
、
梅
香
、
升
代
、
寿
々
女
な
ど

が
い
る
。
大
変
な
人
気
を
博
し
た
一
座
で
あ
る
。

　
市
蔵
劇
団
に
は
岩
井
小
紫
を
名
乗
っ
た
女
役
者
が
複
数
い
る
。
二
代
目
岩
井
小
紫
［
清
水
智

子 

一
九
二
九
～
一
九
五
八
］　62
は
父
親
市
蔵
の
率
い
る
小
芝
居
劇
団
の
中
や
、
父
が
加
入
す
る

劇
団
に
同
座
し
て
芸
を
磨
い
た
。「
延
見
子
の
よ
う
な
女
役
者
に
し
た
い｣

と
の
父
の
意
向
で

延
見
子
の
部
屋
子
に
な
り
、
十
代
か
ら
『
黒
手
組
助
六
』
の
揚
巻
な
ど
の
重
い
役
を
付
け
ら
れ

て
修
業
し
た
。『
壇
浦
兜
軍
記
』
の
阿
古
屋
で
三
曲
を
こ
な
す
な
ど
、
存
在
感
の
あ
る
女
方
と

し
て
活
躍
し
た
。
し
か
し
病
弱
で
、
結
核
で
没
し
た
。
二
代
目
小
紫
の
妹
が
三
代
目
岩
井
小
紫

［
兼
元
多
恵
子 

一
九
三
六 

岡
崎
生
］　63
で
あ
る
。
五
歳
で
初
舞
台
を
踏
み
、
父
市
蔵
の
ス
パ
ル

タ
教
育
と
劇
団
内
の
叔
父
達
に
教
育
さ
れ
た
。
姉
同
様
、
阿
古
屋
の
三
曲
も
こ
な
し
、
ま
た
、

活
発
な
性
格
で
、
連
獅
子
の
子
獅
子
で
毛
を
振
っ
て
踊
っ
た
こ
と
は
「
何
千
回
や
っ
た
か
わ
か

ら
ん
」
ほ
ど
。
人
形
振
り
も
得
意
で
、
看
板
役
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
劇
団
員
と
な
っ
た
中
村

時
若
（
兼
元
末
次
）
と
結
婚
。
子
供
を
連
れ
て
地
方
興
行
を
行
っ
た
が
、
次
男
が
小
学
校
へ
上

が
る
昭
和
四
六
年
頃
、
引
退
。
現
在
は
各
地
で
歌
舞
伎
の
演
技
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

二-

六
、
女
役
者
の
弟
子
達

　
九
女
八
の
弟
子
は
数
多
い
。
九
女
八
が
去
っ
た
三
崎
座
で
鯉
昇
と
と
も
に
活
躍
し
た
岩
井

米よ
ね
は
な花［
山
中
は
な 

一
八
五
八
ヵ
～
一
九
一
〇
］　64
は
、
九
女
八
の
高
弟
で
三
崎
座
の
大
立
物
で

あ
っ
た
。
市
川
若
八
［
竹
内
わ
か 

一
八
六
六
生
］　65
は
一
六
歳
で
弟
子
と
な
り
、
二
二
歳
で
名

題
披
露
。
師
に
随
伴
し
て
明
治
二
六
年
か
ら
三
崎
座
に
出
勤
し
た
。
市
川
（
岩
井
）
染
八
［
金

刺
（
山
田
）
さ
く 

一
八
七
三
生
］　66
は
、
興
行
師
の
実
父
が
太
夫
元
で
、
六
歳
で
初
舞
台
。
一

座
の
中
で
諸
芸
を
習
得
。
父
の
死
後
座
頭
と
な
り
地
方
を
興
行
し
た
。
九
女
八
の
門
下
と
な
り

三
崎
座
へ
出
勤
。
二
五
歳
の
時
に
名
題
披
露
。
そ
の
他
九
女
八
の
養
女
市
川
菊
子
［
本
名
守
住

菊
子 

一
八
九
一
～
一
八
一
九
］
も
い
る
。

　
仲
吉
（
翠
娥
）
の
筆
頭
弟
子
は
、
中
村
仲
七
［
本
名
安
藤
さ
と
子 

一
八
六
七 

三
河
生
］　67
で

あ
る
。
名
題
披
露
は
二
八
歳
。
立
役
二
枚
目
ど
こ
ろ
の
役
柄
で
、
明
治
末
年
頃
よ
り
三
崎
座
に

出
勤
し
た
。
そ
の
仲
七
の
弟
子
に
は
中
村
仲
枝
［
水
村
志
津
江 

一
九
一
一
生
］　68
が
い
る
。
大

正
九
年
初
舞
台
。
一
二
歳
か
ら
仲
七
の
弟
子
に
な
っ
た
。
昭
和
三
一
年
か
ら
か
た
ば
み
座
の
解

散
ま
で
出
勤
し
て
い
る
。

　
松
本
錦
糸
の
弟
子
に
は
岩
井
染
次
［
本
名
長
幡
い
せ 

一
八
八
二
生
］　69
が
い
る
。
染
八
の
妹

で
、
九
歳
の
時
三
崎
座
で
初
舞
台
。
ト
ン
ボ
も
返
れ
る
達
者
な
役
者
だ
っ
た
。
三
崎
座
、
宮
戸

座
、
開
盛
座
な
ど
に
出
勤
。
十
九
歳
で
自
身
の
弟
子
大
原
長
之
助
と
結
婚
。
女
歌
舞
伎
が
下
火

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち
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三-

二
、
子
供
歌
舞
伎
か
ら
舞
台
に
立
っ
た
女
役
者
達

　
明
治
三
○
年
頃
よ
り
チ
ン
コ
芝
居
と
呼
ば
れ
る
子
供
芝
居
が
流
行
し
た
　83
。
初
代
吉
右
衛

門
も
チ
ン
コ
芝
居
で
人
気
を
博
し
、
大
正
時
代
に
は
片
岡
少
年
劇
、
大
阪
で
も
初
代
扇
雀
ら
の

少
年
歌
舞
伎
が
旗
揚
げ
し
た
。
こ
の
動
き
は
全
国
に
流
行
し
、
子
供
を
構
成
員
と
す
る
一
座
が

歌
舞
伎
の
盛
ん
な
土
地
で
多
く
生
ま
れ
た
。
子
供
芝
居
、
少
女
芝
居
か
ら
芸
歴
を
出
発
さ
せ
て

女
役
者
に
な
っ
た
の
は
、
鶴
枝
、
米
寿
、
牡
丹
、
左
喜
次
、
重
の
井
、
時
子
、
壽
々
八
、
楓
女
、

延
見
子
、
小
朝
次
、
八
千
代
な
ど
で
あ
る
。
歌
扇
も
養
父
の
養
女
達
と
共
に
組
ん
だ
娘
歌
舞
伎

一
座
の
座
頭
を
勤
め
た
　84
。
安
政
三
年
生
の
鶴
枝
が
一
番
年
配
で
、
ほ
と
ん
ど
が
明
治
二
○
年

代
の
生
ま
れ
。
大
正
八
年
生
の
八
千
代
が
一
番
若
い
。
八
千
代
は
昭
和
四
年
、
一
一
歳
の
時
に

子
供
な
が
ら
弁
慶
を
勤
め
て
い
る
。子
供
歌
舞
伎
か
ら
芸
歴
が
始
ま
っ
た
女
役
者
は
多
か
っ
た
。

　
市
川
少
女
歌
舞
伎
の
発
足
は
そ
の
二
十
年
後
だ
が
、
万
人
講
が
盛
ん
な
土
地
か
ら
こ
の
劇
団

が
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
下
地
が
あ
っ
た
故
、
と
い
え
よ
う
。
そ
の
希
少
価
値
と

市
川
宗
家
の
お
墨
付
き
を
得
て
頗
る
人
気
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
あ
ち
こ
ち
に
少
女

歌
舞
伎
劇
団
が
で
き
た
。
例
え
ば
昭
和
三
二
年
に
は
「
豊
川
少
女
歌
舞
伎
改
め
富
士
少
女
歌
舞

伎
」
と
し
て
名
古
屋
納
屋
橋
富
士
劇
場
の
専
属
に
な
っ
た
劇
団
が
あ
る
　85
。
ま
た
市
川
少
女
歌

舞
伎
の
向
こ
う
を
張
っ
て
愛
媛
県
松
山
市
に｢

高
千
穂
少
女
歌
舞
伎
劇
団｣

が
昭
和
二
六
年
六

月
に
発
足
し
た
（『
防
長
新
聞
』
昭
和
二
八
年
四
月
二
二
日
記
事
）。
こ
の
少
女
歌
舞
伎
に
触
発

さ
れ
て
愛
媛
県
温
泉
郡
浅
海
村
（
現
北
条
市
）
に
「
青
年
歌
舞
伎
」
が
、
越
智
郡
菊
間
町
（
現
今

治
市
）
に
五
○
歳
前
後
の
女
性
ば
か
り
の
「
老
婆
歌
舞
伎
」
ま
で
生
ま
れ
た
と
い
う
。
市
川
少

女
歌
舞
伎
の
出
現
は
一
時
期
に
せ
よ
、
子
供
歌
舞
伎
復
活
の
動
き
を
作
り
、
ま
た
、
地
芝
居
の

活
性
化
を
促
し
た
と
い
え
る
。

三-

三
、
家
族
中
心
の
劇
団

　
小
芝
居
で
地
方
を
巡
業
し
た
劇
団
の
中
に
は
家
族
中
心
に
構
成
さ
れ
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
。
茂
美
次
一
座
は
父
親
が
太
夫
元
、
兄
弟
姉
妹
四
人
や
姪
を
中
心
に
し
た
一
座
で
、
兄

が
囃
子
方
、
母
親
が
衣
裳
方
を
担
当
し
た
。
牡
丹
一
座
も
父
が
太
夫
元
、
母
が
囃
子
方
、
母
の

妹
が
衣
裳
方
、
内
縁
の
夫
は
義
太
夫
三
味
線
方
、
姪
や
従
姉
妹
達
が
役
者
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

市
蔵
劇
団
も
父
親
市
蔵
が
座
頭
兼
太
夫
元
、
母
親
が
長
唄
、
母
親
の
姉
妹
は
囃
子
方
、
母
親
の

弟
や
娘
や
息
子
、
そ
の
夫
や
妻
達
が
役
者
と
い
う
構
成
で
、
そ
れ
に
小
芝
居
の
腕
利
き
の
役
者

を
上
置
き
に
し
て
昭
和
五
〇
年
ま
で
活
動
し
た
。
三
代
目
小
紫
に
よ
れ
ば
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
構

成
員
が
家
族
で
あ
っ
た
た
め
、
長
く
活
動
が
出
来
た
の
だ
と
い
う
　86
。
琴
水
（
染
次
）
一
座
も

立
ち
上
げ
当
初
は
親
族
の
二
夫
婦
と
そ
の
娘
を
中
心
に
座
組
さ
れ
た
。
牡
丹
一
座
は
彼
女
の
死

に
伴
っ
て
解
散
し
た
が
、茂
美
次
一
座
は
昭
和
四
○
年
頃
ま
で
活
動
し
た
。
家
族
の
中
な
の
で
、

娘
が
女
役
者
に
な
る
こ
と
は
自
然
だ
っ
た
。

三-

四
、
立
役
を
す
る
女
役
者
と
女
方
を
す
る
女
役
者

　
九
女
八
が
団
十
郎
に
認
め
ら
れ
、「
女
団
洲
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
九
女
八
の

亡
き
後
、
牡
丹
や
米
寿
、
茂
美
次
や
朝
之
正
も
「
女
団
十
郎
」
を
宣
伝
文
句
に
し
て
い
る
。
米

寿
は
市
川
流
の
免
状
も
受
け
、
九
女
八
と
同
座
も
し
た
の
で
、
そ
の
名
称
を
使
う
許
し
を
得
た

可
能
性
も
あ
る
が
、
あ
と
の
三
人
は
そ
れ
は
考
え
に
く
い
。｢

女
団
十
郎｣

の
名
は
集
客
力
を

発
揮
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
そ
の
彼
ら
の
動
き
、
所
作
も
「
団
十
郎
ば
り
」「
女
と
は
思
え
な
い
」
な
ど
と
評
さ
れ

る
。｢

女
団
十
郎｣

と
呼
ば
れ
た
右
記
の
四
人
の
他
、
八
千
代
も
立
役
を
演
じ
、
男
優
の
女
方

を
相
手
に
し
て
い
た
。
茂
美
次
も
真
女
方
の
中
村
福
太
郎
と
同
座
し
た
と
き
は
、
女
性
の
茂
美

次
が
立
役
を
し
て
男
性
の
福
太
郎
が
女
方
を
し
て
い
る
。
時
子
も
朝
之
正
も
立
役
を
勤
め
た
。

ま
た
、
鯉
昇
や
千
升
、
染
次
ら
は
ト
ン
ボ
も
返
っ
た
。

　
彼
女
達
の
よ
う
な
女
役
者
は
、
普
段
も
男
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
て
い
た
。
開
盛
座
で
朝
之

正
の
一
座
が
か
か
っ
た
と
き
、
宴
会
の
席
で
酒
が
出
る
と
「
女
形
の
人
を
除
く
他
の
役
者
た
ち

が
、
み
ん
な
あ
ぐ
ら

0

0

0

を
か
い
て
、
男
の
よ
う
に
飲
み
始
め
た
」
し
、
風
呂
に
入
る
と
き
も
上
が

る
と
き
も｢

前
を
か
く
す
こ
と
を
し
な
い
で
、
堂
々
と｣

し
て
い
た
と
い
う
　87
。
男
優
の
女
方

の
瀬
川
菊
之
丞
ら
が
「
血
の
道
が
お
き
た
」
な
ど
と
言
っ
た
話
は
有
名
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の
逆

で
あ
る
。
一
方
、
男
優
に
混
ざ
っ
て
女
方
を
演
技
し
て
い
た
女
役
者
達
は
日
頃
か
ら
お
行
儀
良

く
し
、
女
と
し
て
振
る
舞
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
三
代
目
小
紫
に
よ
れ
ば
女
方
と
し
て
舞
台
に
出
る
と
き
に
は
、「
ま
ず
男
の
心

に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
女
方
に
な
る
。
そ
う
し
な
い
と
女
が
前
面
に
出
て
し
ま
っ
て
嫌
ら
し
く

な
る
」「
女
が
色
気
を
出
す
の
は
み
っ
と
も
な
い
。
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
す
る
な
と
よ
く
言
わ
れ

た
」　88
と
い
う
。
乳
母
や
赤
姫
の
役
で
も
、
そ
れ
ら
を
演
じ
る
男
役
者
、
つ
ま
り
女
方
に
な
る

こ
と
を
女
役
者
は
要
請
さ
れ
て
い
た
、
と
戸
板
は
述
べ
て
い
る
　89
。
男
優
に
混
じ
っ
て
女
方
を

勤
め
る
女
役
者
達
は
、
や
は
り
歌
舞
伎
の
世
界
で
創
り
上
げ
ら
れ
た
「
女
方
」
の
メ
ソ
ッ
ド
に

則
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

に
な
っ
て
以
後
、
音
羽
琴
水
と
改
名
し
て
夫
と
と
も
に
「
音
羽
琴
水
一
座
」（
ま
た
は
「
理
想
劇

団
」）
を
立
ち
上
げ
、
夫
の
故
郷
山
梨
県
猿
橋
町
の
白
猿
座
や
大
月
の
大
月
座
を
本
拠
に
昭
和

二
七
年
頃
ま
で
座
頭
と
し
て
全
国
を
廻
っ
た
。
初
期
の
琴
水
一
座
は
琴
水
夫
婦
と
妹
夫
婦
と
そ

の
娘
を
中
心
に
座
組
を
し
て
い
た
。昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
は
近
隣
の
祭
礼
に
招
か
れ
て
公
演
し
、

引
退
後
も
歌
舞
伎
の
振
付
指
導
に
出
か
け
た
。
昭
和
四
三
年
七
月
二
八
日
、
日
本
演
劇
協
会
主

催
の「
明
治
百
年
記
念 
女
優
祭
り
」（
国
立
劇
場
）で「
最
後
の
女
役
者
」と
し
て
表
彰
を
受
け
た
。

ま
た
、
初
代
の
弟
子
か
ど
う
か
詳
細
不
明
だ
が
、
二
代
目
松
本
錦
糸
　70
は
昭
和
二
年
に
朝
之
正

と
同
座
し
、
女
剣
劇
の
中
村
弘
子
も
昭
和
十
年
頃
、
寿
座
の
歌
舞
伎
演
目
で
同
座
し
て
い
る
。

弘
子
に
よ
れ
ば
背
も
高
く
、
個
性
の
あ
る
立
役
、
敵
役
を
多
く
演
じ
、「
男
役
が
す
ご
い
」「
こ

わ
い
く
ら
い
よ
、全
然
女
と
見
え
な
い
」女
役
者
で
、細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
指
導
さ
れ
た
と
い
う
。

戦
後
の
活
動
は
不
明
だ
が
、
昭
和
二
〇
年
代
ま
で
存
命
し
て
い
た
。

　
朝
之
正
の
弟
子
は
多
い
。
淺
尾
朝
之
助
［
石
川
は
ん 

一
八
八
九
生
］　71
。
二
代
目
信
治
［
岡

房
江 

一
九
〇
五
生
］　72
は
七
歳
で
初
舞
台
。
師
匠
の
前
名
を
襲
名
。
壽
朝
［
一
九
〇
六
生
］　73

は
十
歳
で
初
舞
台
。
左
朝
次
［
佐
々
木
ト
キ
ワ 

一
九
〇
六
～
一
九
八
八
］　74
は
大
正
一
五
年
に

「
右
者
吉
乃
屋
流
技
藝
ヲ
傳
授
ス
依
ツ
テ
宗
家
門
人
ノ
證
ヲ
授
與
ス
ル
如
件
」
と
記
さ
れ
た
免

許
状
を
受
け
た
。
そ
の
後
茂
美
次
一
座
や
米
寿
一
座
に
合
流
す
る
な
ど
し
て
役
者
を
続
け
た
。

昭
和
六
年
に
結
婚
し
、
子
育
て
の
間
は
欠
勤
し
た
も
の
の
終
戦
近
く
ま
で
活
動
し
た
が
、
夫
の

死
と
自
身
の
大
怪
我
に
よ
り
、
役
者
は
引
退
し
、
故
郷
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
周
辺
の
地
芝
居

の
指
導
に
力
を
入
れ
た
。
小
朝
次
［
川
原
田
菊
江 

一
九
〇
八
生
］　75
は
長
崎
出
身
。
九
歳
で
初

舞
台
。
子
供
歌
舞
伎
の
座
頭
と
し
て
九
州
や
大
阪
で
公
演
を
し
た
の
ち
朝
之
正
の
弟
子
と
な
っ

た
。
大
正
一
四
年
に
朝
之
正
の
推
薦
で
東
京
歌
舞
伎
女
優
組
合
の
名
題
に
昇
進
し
た
と
い
う
。

一
座
の
中
で
は
、
小
朝
次
、
左
朝
次
、
右
朝
次
は｢

浅
尾
一
門
の
三
羽
が
ら
す｣

と
呼
ば
れ
た
。

信
奴
［
一
九
〇
八
生
］　76
は
朝
之
正
の
血
族
。
七
歳
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ
。
浅
尾
三
羽
が
ら
す

の
一
人
右
朝
次
［
西
尾
静
枝
］　77
は
戦
後
、
山
口
県
長
門
市
俵
山
に
落
ち
着
き
、
俵
山
女
歌
舞

伎
一
座
　78
で
近
隣
の
祭
や
イ
ベ
ン
ト
で
公
演
活
動
を
し
、
昭
和
五
七
年
頃
は
座
長
を
勤
め
た
。

二-

七
、
昭
和
期
ま
で
活
躍
し
た
女
役
者
達
の
活
動
期

　
以
上
挙
げ
た
女
役
者
の
中
か
ら
昭
和
期
に
活
躍
し
た
女
役
者
を
書
き
出
し
て
み
る
。

　
明
治
期
あ
る
い
は
大
正
期
か
ら
活
動
を
始
め
、
昭
和
一
〇
年
ま
で
に
活
動
停
止
し
た
者
も
含

め
て
、
昭
和
一
〇
年
代
ま
で
活
動
し
た
女
役
者
は
、
仲
七
、
染
八
、
朝
之
正
と
弟
子
の
小
朝
次
、

右
朝
次
、
左
朝
次
達
、
そ
し
て
米
寿
、
歌
扇
、
重
の
井
、
延
見
子
、
壽
々
八
、
牡
丹
、
二
代
目

錦
糸
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。お
そ
ら
く
紀
久
八
も
昭
和
初
期
ま
で
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
二
○
年
代
に
入
っ
て
も
活
動
し
て
い
た
の
は
時
子
、
染
次
、
茂
美
次
、
仲
枝
、
蔦
升
、
吾

妻
、
女
升
、
八
千
代
な
ど
で
、
そ
の
う
ち
昭
和
三
○
年
代
ま
で
活
動
し
た
の
は
茂
美
次
、
仲
枝
、

蔦
升
、
八
千
代
、
女
升
。
吾
妻
は
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
活
動
し
た
。

　
昭
和
期
に
入
っ
て
活
動
を
始
め
た
の
は
右
鶴
、
二
代
目
小
紫
、
三
代
目
小
紫
、
そ
し
て
市
川

少
女
歌
舞
伎
の
美
寿
次
、
福
升
、
梅
香
ら
な
ど
で
、
二
代
目
小
紫
を
除
く
彼
ら
は
昭
和
四
○
年

代
半
ば
ま
で
活
動
し
た
。
ま
た
右
鶴
、
仲
枝
、
蔦
升
た
ち
は
昭
和
三
○
年
代
、
か
た
ば
み
座
に

出
勤
し
た
。
こ
の
他
市
蔵
劇
団
に
は
岩
井
此
の
糸
、市
川
喜
代
子
な
ど
数
名
の
女
役
者
が
お
り
、

劇
団
解
散
の
昭
和
五
○
年
ま
で
活
動
し
た
　79
。

　
彼
女
ら
は
常
打
ち
す
る
劇
場
を
持
た
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
「
小
芝
居
の
残
存
」
か
も
し
れ

な
い
が
、
歌
舞
伎
専
門
の
女
役
者
と
し
て
活
動
し
た
。「
最
後
の
女
役
者
」
は
中
村
歌
扇
一
人

で
は
な
か
っ
た
。

三
、
女
役
者
達
の
活
動
動
向
か
ら
指
摘
で
き
る
い
く
つ
か
の
視
点

三-

一
、
愛
知
県
出
身
の
多
い
女
役
者

　
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
仲
吉
を
初
め
と
し
て
愛
知
県
出
身
の
女
役
者
が
極
め
て
多

い
。
尾
張
名
古
屋
の
出
身
は
壽
々
八
、八
千
代
な
ど
で
、
明
治
一
〇
年
頃
ま
で
遡
る
と
名
古
屋

で
篠
塚
力
枝
ら
が
活
動
　80
し
て
お
り
、
京
都
夷
谷
座
で
は
名
古
屋
生
ま
れ
の
便
幸
斎
を
筆
頭
に

嵐
小
虎
ら
が
芝
居
　81
を
し
て
い
る
。
三
河
で
は
、
岡
崎
出
身
は
仲
吉
、
朝
之
正
、
小
紫
姉
妹
、

豊
橋
は
重
の
井
、
茂
美
次
、
楓
女
、
西
尾
に
は
左
喜
次
、
牡
丹
、
吾
妻
、
豊
川
に
は
市
川
少
女

歌
舞
伎
の
面
々
が
お
り
、
詳
細
地
区
は
不
明
だ
が
、
仲
七
も
三
河
生
ま
れ
で
あ
る
。

　
名
古
屋
に
関
し
て
は
徳
川
宗
春
が
芸
事
を
奨
励
し
た
こ
と
に
よ
り
芸
所
に
な
っ
た
歴
史
が
下

地
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
河
は
万
人
講
と
呼
ば
れ
る
芝
居
好
き
の
人
々
に
よ
る
活
動

が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
講
中
の
仲
間
で
金
を
出
し
、
指
導
者
を
呼
び
、
都
会
へ
芝
居
を
見
に
行
っ

て
技
芸
を
習
得
し
、
農
閑
期
に
一
座
を
組
ん
で
巡
業
し
た
セ
ミ
プ
ロ
集
団
で
あ
る
　82
。
歌
舞

伎
が
盛
ん
と
い
う
文
化
的
下
地
の
上
で
、
少
女
芝
居
も
盛
ん
で
、
そ
れ
が
数
多
く
の
女
役
者
を

生
み
出
し
た
要
因
の
一
つ
か
と
思
わ
れ
る
。
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三-
二
、
子
供
歌
舞
伎
か
ら
舞
台
に
立
っ
た
女
役
者
達

　
明
治
三
○
年
頃
よ
り
チ
ン
コ
芝
居
と
呼
ば
れ
る
子
供
芝
居
が
流
行
し
た
　83
。
初
代
吉
右
衛

門
も
チ
ン
コ
芝
居
で
人
気
を
博
し
、
大
正
時
代
に
は
片
岡
少
年
劇
、
大
阪
で
も
初
代
扇
雀
ら
の

少
年
歌
舞
伎
が
旗
揚
げ
し
た
。
こ
の
動
き
は
全
国
に
流
行
し
、
子
供
を
構
成
員
と
す
る
一
座
が

歌
舞
伎
の
盛
ん
な
土
地
で
多
く
生
ま
れ
た
。
子
供
芝
居
、
少
女
芝
居
か
ら
芸
歴
を
出
発
さ
せ
て

女
役
者
に
な
っ
た
の
は
、
鶴
枝
、
米
寿
、
牡
丹
、
左
喜
次
、
重
の
井
、
時
子
、
壽
々
八
、
楓
女
、

延
見
子
、
小
朝
次
、
八
千
代
な
ど
で
あ
る
。
歌
扇
も
養
父
の
養
女
達
と
共
に
組
ん
だ
娘
歌
舞
伎

一
座
の
座
頭
を
勤
め
た
　84
。
安
政
三
年
生
の
鶴
枝
が
一
番
年
配
で
、
ほ
と
ん
ど
が
明
治
二
○
年

代
の
生
ま
れ
。
大
正
八
年
生
の
八
千
代
が
一
番
若
い
。
八
千
代
は
昭
和
四
年
、
一
一
歳
の
時
に

子
供
な
が
ら
弁
慶
を
勤
め
て
い
る
。子
供
歌
舞
伎
か
ら
芸
歴
が
始
ま
っ
た
女
役
者
は
多
か
っ
た
。

　
市
川
少
女
歌
舞
伎
の
発
足
は
そ
の
二
十
年
後
だ
が
、
万
人
講
が
盛
ん
な
土
地
か
ら
こ
の
劇
団

が
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
歴
史
的
下
地
が
あ
っ
た
故
、
と
い
え
よ
う
。
そ
の
希
少
価
値
と

市
川
宗
家
の
お
墨
付
き
を
得
て
頗
る
人
気
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
あ
ち
こ
ち
に
少
女

歌
舞
伎
劇
団
が
で
き
た
。
例
え
ば
昭
和
三
二
年
に
は
「
豊
川
少
女
歌
舞
伎
改
め
富
士
少
女
歌
舞

伎
」
と
し
て
名
古
屋
納
屋
橋
富
士
劇
場
の
専
属
に
な
っ
た
劇
団
が
あ
る
　85
。
ま
た
市
川
少
女
歌

舞
伎
の
向
こ
う
を
張
っ
て
愛
媛
県
松
山
市
に｢

高
千
穂
少
女
歌
舞
伎
劇
団｣

が
昭
和
二
六
年
六

月
に
発
足
し
た
（『
防
長
新
聞
』
昭
和
二
八
年
四
月
二
二
日
記
事
）。
こ
の
少
女
歌
舞
伎
に
触
発

さ
れ
て
愛
媛
県
温
泉
郡
浅
海
村
（
現
北
条
市
）
に
「
青
年
歌
舞
伎
」
が
、
越
智
郡
菊
間
町
（
現
今

治
市
）
に
五
○
歳
前
後
の
女
性
ば
か
り
の
「
老
婆
歌
舞
伎
」
ま
で
生
ま
れ
た
と
い
う
。
市
川
少

女
歌
舞
伎
の
出
現
は
一
時
期
に
せ
よ
、
子
供
歌
舞
伎
復
活
の
動
き
を
作
り
、
ま
た
、
地
芝
居
の

活
性
化
を
促
し
た
と
い
え
る
。

三-

三
、
家
族
中
心
の
劇
団

　
小
芝
居
で
地
方
を
巡
業
し
た
劇
団
の
中
に
は
家
族
中
心
に
構
成
さ
れ
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
。
茂
美
次
一
座
は
父
親
が
太
夫
元
、
兄
弟
姉
妹
四
人
や
姪
を
中
心
に
し
た
一
座
で
、
兄

が
囃
子
方
、
母
親
が
衣
裳
方
を
担
当
し
た
。
牡
丹
一
座
も
父
が
太
夫
元
、
母
が
囃
子
方
、
母
の

妹
が
衣
裳
方
、
内
縁
の
夫
は
義
太
夫
三
味
線
方
、
姪
や
従
姉
妹
達
が
役
者
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

市
蔵
劇
団
も
父
親
市
蔵
が
座
頭
兼
太
夫
元
、
母
親
が
長
唄
、
母
親
の
姉
妹
は
囃
子
方
、
母
親
の

弟
や
娘
や
息
子
、
そ
の
夫
や
妻
達
が
役
者
と
い
う
構
成
で
、
そ
れ
に
小
芝
居
の
腕
利
き
の
役
者

を
上
置
き
に
し
て
昭
和
五
〇
年
ま
で
活
動
し
た
。
三
代
目
小
紫
に
よ
れ
ば
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
構

成
員
が
家
族
で
あ
っ
た
た
め
、
長
く
活
動
が
出
来
た
の
だ
と
い
う
　86
。
琴
水
（
染
次
）
一
座
も

立
ち
上
げ
当
初
は
親
族
の
二
夫
婦
と
そ
の
娘
を
中
心
に
座
組
さ
れ
た
。
牡
丹
一
座
は
彼
女
の
死

に
伴
っ
て
解
散
し
た
が
、茂
美
次
一
座
は
昭
和
四
○
年
頃
ま
で
活
動
し
た
。
家
族
の
中
な
の
で
、

娘
が
女
役
者
に
な
る
こ
と
は
自
然
だ
っ
た
。

三-

四
、
立
役
を
す
る
女
役
者
と
女
方
を
す
る
女
役
者

　
九
女
八
が
団
十
郎
に
認
め
ら
れ
、「
女
団
洲
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
九
女
八
の

亡
き
後
、
牡
丹
や
米
寿
、
茂
美
次
や
朝
之
正
も
「
女
団
十
郎
」
を
宣
伝
文
句
に
し
て
い
る
。
米

寿
は
市
川
流
の
免
状
も
受
け
、
九
女
八
と
同
座
も
し
た
の
で
、
そ
の
名
称
を
使
う
許
し
を
得
た

可
能
性
も
あ
る
が
、
あ
と
の
三
人
は
そ
れ
は
考
え
に
く
い
。｢

女
団
十
郎｣

の
名
は
集
客
力
を

発
揮
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
そ
の
彼
ら
の
動
き
、
所
作
も
「
団
十
郎
ば
り
」「
女
と
は
思
え
な
い
」
な
ど
と
評
さ
れ

る
。｢

女
団
十
郎｣

と
呼
ば
れ
た
右
記
の
四
人
の
他
、
八
千
代
も
立
役
を
演
じ
、
男
優
の
女
方

を
相
手
に
し
て
い
た
。
茂
美
次
も
真
女
方
の
中
村
福
太
郎
と
同
座
し
た
と
き
は
、
女
性
の
茂
美

次
が
立
役
を
し
て
男
性
の
福
太
郎
が
女
方
を
し
て
い
る
。
時
子
も
朝
之
正
も
立
役
を
勤
め
た
。

ま
た
、
鯉
昇
や
千
升
、
染
次
ら
は
ト
ン
ボ
も
返
っ
た
。

　
彼
女
達
の
よ
う
な
女
役
者
は
、
普
段
も
男
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
て
い
た
。
開
盛
座
で
朝
之

正
の
一
座
が
か
か
っ
た
と
き
、
宴
会
の
席
で
酒
が
出
る
と
「
女
形
の
人
を
除
く
他
の
役
者
た
ち

が
、
み
ん
な
あ
ぐ
ら

0

0

0

を
か
い
て
、
男
の
よ
う
に
飲
み
始
め
た
」
し
、
風
呂
に
入
る
と
き
も
上
が

る
と
き
も｢

前
を
か
く
す
こ
と
を
し
な
い
で
、
堂
々
と｣

し
て
い
た
と
い
う
　87
。
男
優
の
女
方

の
瀬
川
菊
之
丞
ら
が
「
血
の
道
が
お
き
た
」
な
ど
と
言
っ
た
話
は
有
名
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の
逆

で
あ
る
。
一
方
、
男
優
に
混
ざ
っ
て
女
方
を
演
技
し
て
い
た
女
役
者
達
は
日
頃
か
ら
お
行
儀
良

く
し
、
女
と
し
て
振
る
舞
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
三
代
目
小
紫
に
よ
れ
ば
女
方
と
し
て
舞
台
に
出
る
と
き
に
は
、「
ま
ず
男
の
心

に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
女
方
に
な
る
。
そ
う
し
な
い
と
女
が
前
面
に
出
て
し
ま
っ
て
嫌
ら
し
く

な
る
」「
女
が
色
気
を
出
す
の
は
み
っ
と
も
な
い
。
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
す
る
な
と
よ
く
言
わ
れ

た
」　88
と
い
う
。
乳
母
や
赤
姫
の
役
で
も
、
そ
れ
ら
を
演
じ
る
男
役
者
、
つ
ま
り
女
方
に
な
る

こ
と
を
女
役
者
は
要
請
さ
れ
て
い
た
、
と
戸
板
は
述
べ
て
い
る
　89
。
男
優
に
混
じ
っ
て
女
方
を

勤
め
る
女
役
者
達
は
、
や
は
り
歌
舞
伎
の
世
界
で
創
り
上
げ
ら
れ
た
「
女
方
」
の
メ
ソ
ッ
ド
に

則
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち
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四-

四
、
近
代
化
に
伴
っ
て
消
え
て
い
っ
た
「
女
役
者
」

　
土
田
は
、
明
治
期
の
歌
舞
伎
は
は
る
か
に
多
様
で
「
ま
が
い
も
の
」
に
溢
れ
て
い
た
が
、
歌

舞
伎
が
「
古
典
演
劇
」
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い
く
に
つ
れ
、
女
役
者
に
よ
る
芝
居
は
、

高
尚
で
あ
る
べ
き
歌
舞
伎
の
ま
が
い
も
の
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
、
と

指
摘
し｢

伝
統
的
な
古
典
演
劇｣

と
漠
然
と
認
識
さ
れ
て
い
る
現
在
の
歌
舞
伎
の
姿
が
昔
か
ら

連
綿
と
続
い
て
き
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
私
た
ち
は
抱
い
て
し
ま
う
が
、
男
性
の
み
で
演
じ
る

「
伝
統
演
劇
」
と
し
て
一
本
化
さ
れ
る
の
は
、
案
外
に
遅
か
っ
た
　95
と
述
べ
る
。
神
山
は
、「
松

井
須
磨
子
が
登
場
し
」「
平
塚
ら
い
て
う
が
「
青
鞜
社
」
を
興
し
」
た
時
代
、「
女
優
に
も
代
表
さ

れ
る
「
新
し
い
女
」
の
時
代
で
あ
る
大
正
に
、
ブ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
似
合
わ
な
い
女
役
者

は
既
に
相
応
し
く
な
か
っ
た
」　96

と
す
る
。
さ
ら
に
「
九
女
八
に
代
表
さ
れ
る
女
役
者
の
存
在

は
、「
新
し
い
」
世
界
か
ら
見
限
ら
れ
た
だ
け
で
は
」
な
く
、「「
旧
劇
」
の
世
界
か
ら
も
排
除
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
が
、「
そ
れ
は
江
戸
期
に
は
雑
多
な
性
質
を
持
っ
て
い
た
芝
居
を
、

純
粋
化
し
、
正
統
化
す
る
と
い
う
近
代
以
降
の
経
過
と
当
然
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
ら
れ
る
」　97

と

述
べ
る
。

　
歌
舞
伎
が
「
伝
統
的
な
古
典
芸
能
」
へ
変
貌
す
る
過
程
で
、
九
女
八
を
代
表
と
す
る
女
役
者

は
消
え
て
い
っ
た
。「
近
代
化
」
の
中
で
、
ま
さ
に
「
伝
統
」
が
「
創
り
上
げ
」
ら
れ
た
。
そ
の

流
れ
の
中
で
歌
舞
伎
を
専
門
と
す
る
女
役
者
は
表
舞
台
か
ら
消
え
て
い
く
ほ
か
な
か
っ
た
。

四-

五
、
小
芝
居
の
中
で
生
き
た
「
女
役
者
」

　
し
か
し「
女
役
者
」は
完
全
に
消
滅
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。常
打
ち
の
劇
場
は
持
た
ず
と
も
、

昭
和
期
に
女
芝
居
を
続
け
て
い
た
女
役
者
は
存
在
し
た
。
戦
後
に
な
っ
て
も
男
女
混
合
劇
団
の

中
で
、
茂
美
次
や
八
千
代
の
よ
う
に
立
役
を
演
ず
る
者
も
お
り
、
ま
た
、
女
升
や
右
鶴
の
よ
う

な
立
女
方
を
演
じ
ら
れ
る
女
役
者
達
は
か
な
り
の
数
、
活
躍
し
て
い
た
。「
最
後
の
女
役
者
」

と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
何
人
か
に
与
え
ら
れ
る
が
、
昭
和
四
○
年
代
後
半
ま
で
舞
台
に
立
っ
た
三

代
目
小
紫
（
兼
元
多
恵
子
）
が
、
本
当
の
意
味
で
の
「
最
後
の
女
役
者
」
と
い
え
よ
う
　98
。

　
彼
ら
全
員
の
技
量
を
美
化
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
盛
期
は
歌
舞
伎
の
表
現

技
法
に
則
っ
た
演
技
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
米
寿
も
朝
之
正
も
弟
子
達
に
対
し
て
厳
し
い

指
導
を
し
た
。
一
部
に
は
「
女
」
を
売
り
物
に
し
た
者
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、矜
恃
を
持
っ

て
活
動
し
た
女
役
者
も
多
か
っ
た
。「
女
役
者
」
は
昭
和
五
○
年
近
く
ま
で
小
芝
居
の
中
で
生

き
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
女
役
者
の
消
長
は
「
転
換
期
の
歌
舞
伎
が
徐
々
に
「
伝
統
的
な
古
典
演
劇
」
と
い
う
正
統
性

を
獲
得
し
て
い
く
過
程
と
も
関
連
し
て
考
え
ら
れ
」　99
、「
女
役
者
の
存
在
は
歌
舞
伎
が
「
伝
統
」

「
古
典
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
中
で
、
次
第
に
埋
没
し
て
い
っ
た
」  100
と
す
る
神
山

や
佐
藤
の
見
解
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
歌
舞
伎
を
演
ず
る
女
役
者
の
存
在
は
大
正
期
で
注

目
さ
れ
な
く
な
り
、「
歌
舞
伎
は
男
性
の
役
者
の
み
で
行
わ
れ
る
演
劇
」
と
い
う
常
識
が
確
立

し
た
、
そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
研
究
が
近
年
進
ん
で
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
そ
れ
ら
歌
舞
伎
の
近
代
化
研
究
の
中
に
お
け
る
女
役
者
の
研
究
が
、
九
女
八
と
歌

扇
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
の
も
ま
た
、
事
実
で
あ
る
。
昭
和
初
期
の
歌
扇
の
活
動
終
結
を
以
て

女
役
者
は
消
え
た
と
さ
れ
、
現
実
に
活
動
し
て
い
た
女
役
者
達
の
記
録
さ
え
さ
れ
て
い
な
い
の

は
残
念
な
思
い
が
す
る
。「
女
役
者
の
残
存
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
「
小
芝
居
の
残
存
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
地
方
興
行
を
主
と
す
る
小
芝
居
劇
団
の
中
に
、
小
芝
居
独
特
の
演
目
や
演

出
と
と
も
に
残
っ
て
い
た
  101
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
昭
和
期
の
小
芝
居
の
存

在
か
ら
歌
舞
伎
本
来
が
も
っ
て
い
た
多
様
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
戦
後
ま
で
活
躍
し
た
女
役
者
達
が
地
方
の
地
芝
居
の
存
続
に
と
っ
て
、
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
稿
は
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
２
０
１
９
年
度 

基
盤
研
究
（C

） 19K
01235

「
関
西
系

小
芝
居
（
中
芝
居
）
の
活
動
実
態
と
地
芝
居
と
の
影
響
関
係
―
地
芝
居
の
価
値
再
発
見
に
向
け

て
」
の
補
助
を
受
け
て
進
め
て
い
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

[

謝
辞]

　
岩
井
小
紫
師
、
市
川
団
四
郎
師
に
は
長
年
に
亙
り
ご
協
力
を
頂
き
、
ま
た
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。
歌
舞
伎
研
究
家
小
池
章
太
郎
氏
か
ら
は
資
料
の
提
供
の
み
な
ら
ず
事
細
か
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
市
川
牡
丹
孫
牧
原
信
行
氏
並
び
に
曾
孫
牧
原
出
氏
、
市
川
吾
妻

長
女
故
成
瀬
早
苗
氏
、
澤
村
曙
當
長
男
山
下
博
志
氏
、
俵
山
女
歌
舞
伎
保
存
会
宮
野
修
治
氏
の

皆
様
に
は
資
料
提
供
及
び
聞
き
取
り
調
査
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

三-
五
、
引
退
後
の
女
役
者
達

　
染
次
も
茂
美
次
も
米
寿
も
左
朝
次
も
福
升
ら
市
川
少
女
歌
舞
伎
の
面
々
も
、
引
退
後
は
地
元

や
各
地
の
地
芝
居
を
指
導
し
た
。
延
見
子
は
松
尾
塾
を
設
立
し
て
一
般
児
童
へ
の
歌
舞
伎
伝
承

に
尽
力
し
た
。
三
代
目
小
紫
は
現
在
、
滋
賀
県
長
浜
、
石
川
県
小
松
、
岐
阜
県
垂
井
の
曳
山
子

供
歌
舞
伎
の
他
、
長
浜
三
役
修
業
塾
等
で
も
精
力
的
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
女
役
者
達
が
各

地
の
地
芝
居
の
存
続
に
寄
与
し
て
い
る
。

四
、
女
役
者
の
消
長
と
歌
舞
伎
の
近
代
化

四-

一
、
女
役
者
を
歌
舞
伎
俳
優
と
し
て
認
め
て
い
た
時
代

　『
俳
優
明
鑑
』（
杉
浦
一
九
〇
九
）
の
目
次
は
「
歌
舞
伎
俳
優
之
部
」「
新
派
俳
優
之
部
」
と
い

う
分
類
で
、「
歌
舞
伎
俳
優
」
の
男
優
に
混
ざ
っ
て
、
の
し
ほ
、
九
女
八
、
旭
梅
、
翠
扇
、
紫

扇
が
載
る
。『
日
本
俳
優
鑑
』（
演
藝
畫
報
社
編
一
九
一
〇
）
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
東
京
歌
舞
伎
俳

優
之
部
」
の
男
優
に
混
ざ
っ
て
松
蔦
、
錦
糸
、
三
保
木
峰
子
が
載
る
。「
歌
舞
伎
俳
優
」
と
「
新

派
俳
優
」
の
区
別
は
し
て
も
、「
男
優
」
と
「
女
優
」
の
区
別
を
付
け
て
い
な
い
。
さ
ら
に
ど
ち

ら
の
書
も
、「
新
派
俳
優
」
に
対
す
る
敬
称
は
男
女
と
も
「
君
」
だ
が
、
女
役
者
に
対
し
て
「
丈
」

を
用
い
る
。
明
治
二
九
年
の
『
歌
舞
伎
新
報
』
の
三
崎
座
評
　90
で
も
、
女
役
者
に
「
丈
」
を
使
っ

て
い
る
。
明
治
末
年
頃
は
女
役
者
を
「
女
優
」
よ
り
も
「
歌
舞
伎
役
者
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と

い
え
る
。

　
ま
た
大
歌
舞
伎
の
役
者
達
は
女
弟
子
を
抱
え
、
名
題
の
認
証
も
し
て
い
る
。『
女
優
か
ゞ
美
』

（
杉
浦
一
九
一
二
）
の
「
旧
派
女
優
」
の
記
述
に
「
名
題
披
露
」
項
目
が
あ
り
、
九
女
八
、千
升
、

錦
糸
、
紀
久
八
、
染
八
、
若
八
、
仲
七
、
梅
代
な
ど
が
名
題
披
露
を
し
て
い
る
。
各
人
の
披
露

の
年
代
は
、
九
女
八
が
元
治
元
年
頃
、
千
升
が
慶
応
三
年
、
そ
の
他
、
明
治
一
桁
か
ら
明
治
四

○
年
代
ま
で
で
、
そ
の
後
時
を
お
い
て
昭
和
六
年
に
六
代
目
菊
五
郎
の
女
弟
子
菊
枝
を
名
題
に

昇
進
さ
せ
る
時
に
議
論
が
あ
り
、
森
律
子
ら
と
共
に
歌
扇
も
名
題
昇
進
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
昭

和
六
年
一
〇
月
一
六
日
東
京
夕
刊
記
事
）　91
。

　
明
治
期
の
女
役
者
に
対
す
る
名
題
認
定
方
法
は
不
明
だ
が
、
認
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
女
役

者
を
歌
舞
伎
役
者
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
男
女
合
同
演
劇
推
進
の
た
め
に

団
十
郎
達
が
自
ら
の
娘
や
妹
達
を
「
女
優
」
に
し
た
と
い
う
動
き
、「
女
性
達
を
開
化
に
向
か
わ

せ
た
い
」
と
い
う
文
明
開
化
の
方
向
性
と
呼
応
し
て
、
歌
舞
伎
界
の
中
で
も
女
優
の
立
場
を
確

立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
一
般
に
は
女
歌
舞
伎
は
一
段
低
い
も
の
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
。
大
正
期
に
入
る
と

新
派
や
新
劇
な
ど
の
「
女
優
」
に
対
し
て
「
旧
派
女
優
」
な
ど
の
言
い
方
で
区
別
す
る
よ
う
に
な

り
、
い
わ
ゆ
る
「
女
優
」
の
増
加
の
一
方
、「
旧
派
女
優
」
は
次
第
に
数
が
減
り
、
歌
舞
伎
を
演

ず
る
女
役
者
は
次
第
に
影
が
薄
く
な
っ
て
い
っ
た
。

四-

二
、
大
歌
舞
伎
と
小
芝
居
の
交
流
し
て
い
た
時
代

　
お
狂
言
師
出
身
の
岩
井
粂
治
が
「
座
頭
で
出
る
か
ら
大
入
で
有
ら
う
」（『
読
売
新
聞
』
明
治

一
一
年
四
月
五
日
朝
刊
記
事
）
と
評
さ
れ
、依
田
学
海
も
高
く
評
価
　92
し
た
ほ
ど
の
女
役
者
だ
っ

た
。
そ
の
死
亡
記
事
に
は
「
目
下
の
女
優
に
し
て
同
人
の
薫
陶
を
受
け
ざ
る
も
の
は
殆
ん
ど
無

き
の
み
か
男
優
に
て
も
故
人
彦
十
郎
を
首は
じ
め
数
十
人
あ
り
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
○
年
九
月

一
五
日
朝
刊
記
事
）
と
あ
り
、
女
役
者
が
大
歌
舞
伎
の
男
優
に
指
導
を
し
、
男
優
も
そ
れ
を
受

け
入
れ
て
い
た
。
女
役
者
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
が
あ
り
、
芸
の
交
流
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大

歌
舞
伎
の
大
名
跡
の
役
者
達
が
女
弟
子
を
抱
え
、彼
女
達
は
小
芝
居
で
活
躍
し
た
。
土
田
は「
鴈

治
郎
か
ら
新
派
の
喜
多
村
を
経
由
し
て
歌
扇
へ
と
い
う
演
技
の
系
譜
は
、
歌
舞
伎
と
新
派
、
大

歌
舞
伎
と
小
芝
居
が
近
い
関
係
に
あ
っ
た
時
代
を
偲
ば
せ
る
」　93
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
女
役

者
を
含
め
て
の
交
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
女
役
者
の
減
少
、
小
芝
居
の
低
迷
と
共
に
、
大
芝

居
と
の
交
流
は
絶
た
れ
て
い
っ
た
。

四-

三
、
女
歌
舞
伎
の
復
活
に
尽
力
し
た
女
役
者

　
三
崎
座
の
女
歌
舞
伎
は
明
治
末
年
で
座
を
追
わ
れ
た
が
、
大
正
期
に
入
っ
て
神
田
劇
場
で
歌

扇
が
人
気
を
取
っ
た
。
そ
れ
も
大
正
末
に
は
下
火
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
女
役
者
、
女
歌

舞
伎
は
消
え
た
と
さ
れ
る
。

　
し
か
し
そ
の
歌
扇
は
、
三
崎
座
時
代
に
全
盛
で
あ
っ
た
「
女
役
者
に
よ
る
女
芝
居
の
再
興
」

を
目
指
す
公
演
を
大
正
一
五
年
秋
に
行
っ
た
　94
。
ま
た
、
設
立
が
確
実
で
は
な
い
が
、
大
正

一
二
年
に
「
東
京
歌
舞
伎
女
優
組
合
」
を
組
織
し
た
と
い
う
朝
之
正
は
、
昭
和
二
年
に
は
精
力

的
に
女
歌
舞
伎
の
公
演
を
行
い
、
女
歌
舞
伎
の
復
活
の
た
め
に
懸
命
に
な
っ
て
い
た
。
大
正
末

か
ら
昭
和
初
期
に
女
歌
舞
伎
の
復
権
に
尽
力
し
た
女
役
者
達
が
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら

の
努
力
は
報
わ
れ
な
か
っ
た
。
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四-
四
、
近
代
化
に
伴
っ
て
消
え
て
い
っ
た
「
女
役
者
」

　
土
田
は
、
明
治
期
の
歌
舞
伎
は
は
る
か
に
多
様
で
「
ま
が
い
も
の
」
に
溢
れ
て
い
た
が
、
歌

舞
伎
が
「
古
典
演
劇
」
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い
く
に
つ
れ
、
女
役
者
に
よ
る
芝
居
は
、

高
尚
で
あ
る
べ
き
歌
舞
伎
の
ま
が
い
も
の
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
、
と

指
摘
し｢

伝
統
的
な
古
典
演
劇｣

と
漠
然
と
認
識
さ
れ
て
い
る
現
在
の
歌
舞
伎
の
姿
が
昔
か
ら

連
綿
と
続
い
て
き
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
私
た
ち
は
抱
い
て
し
ま
う
が
、
男
性
の
み
で
演
じ
る

「
伝
統
演
劇
」
と
し
て
一
本
化
さ
れ
る
の
は
、
案
外
に
遅
か
っ
た
　95
と
述
べ
る
。
神
山
は
、「
松

井
須
磨
子
が
登
場
し
」「
平
塚
ら
い
て
う
が
「
青
鞜
社
」
を
興
し
」
た
時
代
、「
女
優
に
も
代
表
さ

れ
る
「
新
し
い
女
」
の
時
代
で
あ
る
大
正
に
、
ブ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
似
合
わ
な
い
女
役
者

は
既
に
相
応
し
く
な
か
っ
た
」　96

と
す
る
。
さ
ら
に
「
九
女
八
に
代
表
さ
れ
る
女
役
者
の
存
在

は
、「
新
し
い
」
世
界
か
ら
見
限
ら
れ
た
だ
け
で
は
」
な
く
、「「
旧
劇
」
の
世
界
か
ら
も
排
除
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
が
、「
そ
れ
は
江
戸
期
に
は
雑
多
な
性
質
を
持
っ
て
い
た
芝
居
を
、

純
粋
化
し
、
正
統
化
す
る
と
い
う
近
代
以
降
の
経
過
と
当
然
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
ら
れ
る
」　97

と

述
べ
る
。

　
歌
舞
伎
が
「
伝
統
的
な
古
典
芸
能
」
へ
変
貌
す
る
過
程
で
、
九
女
八
を
代
表
と
す
る
女
役
者

は
消
え
て
い
っ
た
。「
近
代
化
」
の
中
で
、
ま
さ
に
「
伝
統
」
が
「
創
り
上
げ
」
ら
れ
た
。
そ
の

流
れ
の
中
で
歌
舞
伎
を
専
門
と
す
る
女
役
者
は
表
舞
台
か
ら
消
え
て
い
く
ほ
か
な
か
っ
た
。

四-

五
、
小
芝
居
の
中
で
生
き
た
「
女
役
者
」

　
し
か
し「
女
役
者
」は
完
全
に
消
滅
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。常
打
ち
の
劇
場
は
持
た
ず
と
も
、

昭
和
期
に
女
芝
居
を
続
け
て
い
た
女
役
者
は
存
在
し
た
。
戦
後
に
な
っ
て
も
男
女
混
合
劇
団
の

中
で
、
茂
美
次
や
八
千
代
の
よ
う
に
立
役
を
演
ず
る
者
も
お
り
、
ま
た
、
女
升
や
右
鶴
の
よ
う

な
立
女
方
を
演
じ
ら
れ
る
女
役
者
達
は
か
な
り
の
数
、
活
躍
し
て
い
た
。「
最
後
の
女
役
者
」

と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
何
人
か
に
与
え
ら
れ
る
が
、
昭
和
四
○
年
代
後
半
ま
で
舞
台
に
立
っ
た
三

代
目
小
紫
（
兼
元
多
恵
子
）
が
、
本
当
の
意
味
で
の
「
最
後
の
女
役
者
」
と
い
え
よ
う
　98
。

　
彼
ら
全
員
の
技
量
を
美
化
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
盛
期
は
歌
舞
伎
の
表
現

技
法
に
則
っ
た
演
技
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
米
寿
も
朝
之
正
も
弟
子
達
に
対
し
て
厳
し
い

指
導
を
し
た
。
一
部
に
は
「
女
」
を
売
り
物
に
し
た
者
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、矜
恃
を
持
っ

て
活
動
し
た
女
役
者
も
多
か
っ
た
。「
女
役
者
」
は
昭
和
五
○
年
近
く
ま
で
小
芝
居
の
中
で
生

き
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
女
役
者
の
消
長
は
「
転
換
期
の
歌
舞
伎
が
徐
々
に
「
伝
統
的
な
古
典
演
劇
」
と
い
う
正
統
性

を
獲
得
し
て
い
く
過
程
と
も
関
連
し
て
考
え
ら
れ
」　99
、「
女
役
者
の
存
在
は
歌
舞
伎
が
「
伝
統
」

「
古
典
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
中
で
、
次
第
に
埋
没
し
て
い
っ
た
」  100
と
す
る
神
山

や
佐
藤
の
見
解
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。
歌
舞
伎
を
演
ず
る
女
役
者
の
存
在
は
大
正
期
で
注

目
さ
れ
な
く
な
り
、「
歌
舞
伎
は
男
性
の
役
者
の
み
で
行
わ
れ
る
演
劇
」
と
い
う
常
識
が
確
立

し
た
、
そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
研
究
が
近
年
進
ん
で
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
そ
れ
ら
歌
舞
伎
の
近
代
化
研
究
の
中
に
お
け
る
女
役
者
の
研
究
が
、
九
女
八
と
歌

扇
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
の
も
ま
た
、
事
実
で
あ
る
。
昭
和
初
期
の
歌
扇
の
活
動
終
結
を
以
て

女
役
者
は
消
え
た
と
さ
れ
、
現
実
に
活
動
し
て
い
た
女
役
者
達
の
記
録
さ
え
さ
れ
て
い
な
い
の

は
残
念
な
思
い
が
す
る
。「
女
役
者
の
残
存
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
「
小
芝
居
の
残
存
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
地
方
興
行
を
主
と
す
る
小
芝
居
劇
団
の
中
に
、
小
芝
居
独
特
の
演
目
や
演

出
と
と
も
に
残
っ
て
い
た
  101
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
昭
和
期
の
小
芝
居
の
存

在
か
ら
歌
舞
伎
本
来
が
も
っ
て
い
た
多
様
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
戦
後
ま
で
活
躍
し
た
女
役
者
達
が
地
方
の
地
芝
居
の
存
続
に
と
っ
て
、
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
稿
は
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
２
０
１
９
年
度 

基
盤
研
究
（C

） 19K
01235

「
関
西
系

小
芝
居
（
中
芝
居
）
の
活
動
実
態
と
地
芝
居
と
の
影
響
関
係
―
地
芝
居
の
価
値
再
発
見
に
向
け

て
」
の
補
助
を
受
け
て
進
め
て
い
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

[
謝
辞]

　
岩
井
小
紫
師
、
市
川
団
四
郎
師
に
は
長
年
に
亙
り
ご
協
力
を
頂
き
、
ま
た
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。
歌
舞
伎
研
究
家
小
池
章
太
郎
氏
か
ら
は
資
料
の
提
供
の
み
な
ら
ず
事
細
か
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
市
川
牡
丹
孫
牧
原
信
行
氏
並
び
に
曾
孫
牧
原
出
氏
、
市
川
吾
妻

長
女
故
成
瀬
早
苗
氏
、
澤
村
曙
當
長
男
山
下
博
志
氏
、
俵
山
女
歌
舞
伎
保
存
会
宮
野
修
治
氏
の

皆
様
に
は
資
料
提
供
及
び
聞
き
取
り
調
査
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち
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  29 

磯
田
一
八
九
五
：
五
頁
他
。
杉
浦
一
九
一
二
：
附
録
六
頁
に
明
治
三
八
年
に
五
三
歳
で
没
と
あ
る
。

  30 

井
口
一
九
一
二
：
一
五
五
～
一
五
七
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
七
四
頁
他
。

  31 

杉
浦
一
九
一
二
：
八
二
頁
。
井
口
一
九
一
二
：
一
五
七
頁
他
。

  32 

井
口
一
九
一
二
：
一
四
九
～
一
五
一
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
八
五
頁
。
小
宮
二
○
○
七
：
九
七
頁
他
。

  33 

植
田
二
〇
一
三
。

  34 

井
口
一
九
一
二
：
九
九
～
一
○
一
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
七
九
頁
、
他
。
晩
年
は
視
力
を
失
い
常
磐
津

の
師
匠
で
暮
ら
し
た
。
昭
和
一
五
年
ま
で
は
生
存
（
小
林
一
九
四
〇
）。

  35 

杉
浦
一
九
一
二
：
八
三
頁
。
井
口
一
九
一
二
：
一
五
七
頁
。
小
宮
二
○
○
七
：
六
三
頁
に
明
治
三
六
年

八
月
市
村
座
「
大
阪
子
供
芝
居
」
の
公
演
が
記
録
さ
れ
、
彼
女
達
の
一
座
と
思
わ
れ
る
。

  36 

澤
村
二
〇
一
一
：
二
二
～
二
三
頁
。
及
び
二
○
一
二
、七
一
頁
。

  37 

井
口
一
九
一
二
：
一
○
二
～
一
○
三
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
八
七
頁
他
。

  38 

木
下
二
〇
二
二
：
一
二
六
～
一
二
九
頁
。
昭
和
三
年
と
三
七
年
の
公
演
は
小
池
章
太
郎
氏
よ
り
提
供
さ

れ
た
チ
ラ
シ
（
個
人
蔵
）、
及
び
嘉
穂
劇
場
所
蔵
の
チ
ラ
シ
に
よ
る
。

  39 

杉
岡
一
九
三
六
：
二
一
四
頁
。
森
野
一
九
七
一
：
八
二
頁
。『
羅
府
新
報
』（
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
）

一
九
二
九
年
二
月
八
日
記
事
。『
大
北
日
報
』（
シ
ア
ト
ル
）一
九
二
九
年
二
月
一
八
日
記
事
。『
布
哇
報
知
』

（
ハ
ワ
イ
）
一
九
二
九
年
三
月
二
四
日
記
事
他
。

  40 

揚
幕
社
編
輯
部
一
九
二
三
：
東
西
各
派
女
優
篇
一
頁
。

  41 

岡
崎
一
九
三
一
：
七
九
頁
。

  42 

鶴
之
助
は
阿
部
一
九
七
〇
：
三
五
四
頁
や
、
中
川
一
九
九
七
：
五
六
～
五
九
頁
、
小
林
一
九
四
〇
：

六
九
頁
な
ど
、た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
小
芝
居
の
大
物
役
者
。右
鶴
に
つ
い
て
は
小
宮
二
〇
一
一「
か

た
ば
み
座
興
行
総
録
（
補
訂
版
）」：
二
八
八
～
二
九
〇
頁
。
拙
稿
二
〇
二
一
：
七
六
頁
。

  43 

高
澤
一
九
一
九
：
一
七
八
頁
。
揚
幕
社
編
輯
部
一
九
二
三
：
東
西
各
派
女
優
篇
二
八
頁
。
杉
岡

一
九
二
四
：
一
九
〇
頁
。
岡
崎
一
九
三
一
：
八
〇
頁
。
杉
岡
一
九
三
六
：
二
一
四
頁
。
木
下
二
〇
二
二
：
三
七

～
五
四
頁
。『
岩
手
毎
日
新
聞
』一
九
二
六
年
一
一
月
一
九
日
記
事
。こ
の
新
聞
記
事
に
刷
り
込
ま
れ
た「
愛

讀
者
優
待
券
」
に
は
「
女
の
市
川
團
十
郎
と
定
評
あ
る
」
と
の
文
言
が
載
る
。

  44 

秋
葉
一
九
六
〇
：
三
一
頁
。

  45 

小
宮
二
○
○
七
：
八
八
、九
三
、九
七
、一
○
一
、一
○
五
、一
○
八
頁
。『
都
新
聞
』
昭
和
二
年
十
月
八
日

記
事
「
其
の
後
の
女
歌
舞
伎
」。

  46 

伊
井
二
○
○
三
：
一
五
〇
～
一
五
三
頁
。

  47 

藤
沢
一
九
四
八
：
九
六
頁
。

  48 

杉
浦
一
九
一
二
：
七
七
頁
。
井
口
一
九
一
二
：
一
五
七
頁
。

  49 

半
田
市
秘
書
課
広
報
係
編
一
九
五
二
：
一
七
六
～
一
七
七
頁
。
市
川
一
九
八
三
：
五
七
～
八
九
頁
。
市
川

升
十
郎
は
米
寿
の
指
導
の
厳
し
さ
、
一
座
の
厳
し
い
規
律
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
没
年
に
つ
い
て
は
高

嶋
一
九
八
九
：
二
一
頁
。
昭
和
三
年
頃
、
米
寿
の
一
座
に
は
朝
之
正
の
弟
子
の
朝
華
な
ど
が
同
座
（
木

下
二
○
二
二
：
一
三
一
頁
）
し
て
い
る
。

  50 

西
尾
の
人
物
誌
編
集
委
員
会
編
一
九
九
五
：
四
三
～
四
四
頁
。
鳥
山
一
九
九
三
：
一
三
三
～
一
三
八
頁
。

及
び
市
川
吾
妻
の
娘
故
成
瀬
早
苗
氏
か
ら
の
聞
取
り
。『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
三
年
五
月
一
二
日
記

事
、
牧
原
秋
子
「
戦
前
の
地
方
飾
っ
た
女
歌
舞
伎
―
「
女
団
十
郎
」
市
川
牡
丹
、
こ
と
し
没
後
50
年
」。

  51 

土
田
二
〇
一
三
。
及
び
、
二
〇
一
四
。
歌
扇
の
妹
歌
江
も
神
田
劇
場
で
人
気
を
博
し
た
女
役
者
。

  52 

阿
部･

小
池
一
九
八
三
：
一
八
〇
頁
。

  53 

土
田
二
〇
一
三
：
七
八
頁
。

  54 

『
朝
日
新
聞
』
一
八
九
九
年
二
月
二
一
日
及
び
七
月
一
七
日
東
京
朝
刊
記
事
。
小
宮
二
○
○
七
：
九
五
頁
。

小
宮
編
二
〇
一
一
：
一
二
一
、一
九
〇
頁
他
。
土
田
二
〇
一
四
、七
七
頁
。
時
若
の
語
り
は
そ
の
妻
三
代

目
小
紫
師
か
ら
の
聞
取
り
。

  55 

松
尾
一
九
七
六
及
び
、
一
九
八
三
。

  56 

中
川
二
○
○
二
：
一
○
二
頁
。

  57 

阿
部
一
九
七
〇
：
四
五
五
～
四
五
七
頁
。
小
宮
二
〇
一
一
「
か
た
ば
み
座
興
行
総
録
（
補
訂
版
）」：

二
九
〇
～
二
九
一
頁
。

  58 

西
尾
の
人
物
誌
編
集
委
員
会
一
九
九
五
：
四
一
～
四
二
頁
。
鳥
山
一
九
九
三
：
一
三
三
～
一
三
八
頁
。

及
び
吾
妻
の
娘
故
成
瀬
早
苗
氏
と
市
川
牡
丹
孫
牧
原
信
行
氏
か
ら
の
聞
取
り
。
な
お
、
拙
稿
二
〇
二
一

で
吾
妻
の
叔
母
が
牡
丹
と
記
し
た
が
、
従
姉
妹
が
正
し
い
。
こ
の
場
で
訂
正
す
る
。

  59 

森
一
九
九
八
：
七
一
、七
六
頁
。
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
二
〇
〇
五
：
二
九
、五
二
頁
他
。｢

市
川
九
女

八｣

の
二
代
目
、
三
代
目
に
つ
い
て
本
稿
で
は
追
求
し
な
い
。

  60 

杉
岡
一
九
三
六
：
二
一
三
頁
。
森
野
一
九
七
一
：
八
二
頁
。
杉
岡
の
『
俳
優
大
鑑
』
に
は
「
九
歳
に
し
て

嵐
八
千
代
一
座
の
名
称
に
て
渡
米
」
し
て
、｢

勧
進
帳｣

の
弁
慶
な
ど
の
主
役
を
演
じ
た
、
と
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
新
聞
各
紙
（
註
39
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
年
に
壽
々
八
一
座
が
渡
米
し
、
子
供
と
は

思
え
ぬ
八
千
代
の
演
技
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
生
ま
れ
と
す
れ
ば
、
数
え
年
一
一
歳
で
の
渡

米
と
な
る
。
体
躯
や
晩
年
の
舞
台
に
つ
い
て
は
三
代
目
小
紫
師
か
ら
の
聞
取
り
。

  61 

市
川
一
九
八
三
。
舘
野
他
二
〇
一
五
。
市
川
少
女
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
舘
野
太
郎
氏
が
引
き
続
き
研
究

を
進
め
て
お
り
、
劇
団
及
び
役
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴
や
活
動
の
詳
細
は
彼
に
ま
か
せ
た
い
。

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

産
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
堀
内
眞
氏
、
陸
前
高
田
市
在
住
の
村
上
峯
子
氏
か
ら
は
女
役
者
の
情
報
を

御
教
示
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
成
瀬
氏
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

註１ 

加
賀
山
一
九
六
〇
：
五
一
八
頁
に
「
一
流
舞
台
で
男
性
に
ま
じ
っ
て
女
役
を
女
が
演
じ
る
欧
風
概
念
に

よ
る
女
優
」
の
先
が
け
と
し
て
米
坡
と
貞
奴
が
挙
が
る
。

２ 

「
帝
国
劇
場
女
優
」
な
ど
の
表
記
は
井
口
一
九
一
二
『
女
優
鑑
』
の
分
類
に
よ
る
。『
女
優
鑑
』
で
は
、「
帝

国
劇
場
女
優
」、「
文
芸
協
会
女
優
」、「
歌
舞
伎
女
優
」、「
新
派
女
優
」、「
新
女
優
」、「
有
楽
座
女
優
」、「
真

砂
座
女
優
」、「
元
三
崎
座
女
優
」、
杉
浦
一
九
一
二
『
女
優
か
ゞ
み
』
で
は
「
帝
国
劇
場
附
女
優
」、「
文

芸
協
会
附
女
優
」、「
有
楽
座
附
女
優
」、「
新
派
女
優
」、「
歌
舞
伎
座
附
女
優
」、「
旧
派
女
優
」
と
分
類
し
、

杉
岡
一
九
二
四
『
俳
優
名
鑑
』
で
は
、「
女
優
」
と
「
歌
舞
伎
女
優
」
に
分
類
す
る
。

３ 

帝
国
女
優
養
成
所
に
は
帝
国
劇
場
専
属
の
七
代
目
澤
村
宗
十
郎
な
ど
大
歌
舞
伎
役
者
が
指
導
も
行
い
、

歌
舞
伎
俳
優
と
一
座
し
て
歌
舞
伎
の
女
方
を
演
じ
た
女
優
も
お
り
、
ま
た
新
派
や
新
劇
の
女
優
も
歌
舞

伎
演
目
を
演
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
歌
舞
伎
上
演
に
重
き
を
置
く
女
性
俳
優
を
取
り
上
げ

る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
女
優
は
本
稿
で
は
追
求
し
な
い
。

４ 

土
田
二
〇
一
四
：
六
二
頁
。

５ 

神
山
二
〇
〇
六
。
佐
藤
：
二
〇
一
六
、二
〇
一
八
、二
〇
一
九
。
土
田
二
〇
一
三
、二
〇
一
四
な
ど
。

　
一
般
書
で
は
小
谷
野
二
〇
二
〇
が
近
年
上
梓
さ
れ
た
。
高
嶋
一
九
八
九
と
並
び
明
治
・
大
正
期
に
活
動

し
た
女
役
者
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
数
少
な
い
書
で
あ
る
。

６ 

加
賀
山
一
九
六
〇
：
五
一
八
頁
。
小
池
一
九
八
三
：
九
三
頁
。

７ 

拙
稿
二
〇
二
一
、二
〇
二
二
ａ
、
ｂ
、
ｃ
。

８ 

役
者
の
生
没
年
は
西
暦
で
表
記
し
、
記
述
順
は
出
来
る
だ
け
生
年
順
に
し
た
。
芸
名
と
本
名
で
女
役
者

と
推
測
が
で
き
て
も
具
体
的
な
系
譜
の
分
か
ら
な
い
女
役
者
は
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
か

な
り
の
数
の
女
役
者
が
存
在
す
る
。

９ 

「
お
狂
言
師
」
は
坂
東
三
津
江
や
水
木
哥
春
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
三
津
江
は
加
賀
前
田
家
お
抱
え
の
お

狂
言
師
で
、
九
女
八
の
師
匠
（
加
藤
一
九
六
〇
）
で
あ
る
。

  10 

幕
政
下
、
江
戸
に
は
お
狂
言
師
以
外
に
寄
席
で
芝
居
を
す
る
女
役
者
も
い
た
（
佐
藤
二
〇
一
八
：
四
二

～
四
四
頁
）。

  11 

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
倉
田
一
九
九
九
を
参
照
。
明
治
二
三
年
八
月
の
法
令
は
伊
原
一
九
六
二
：

三
六
七
～
三
六
九
頁
。

  12 

粂
治
は
一
時
期
九
女
八
を
養
女
に
し
た
、
九
女
八
の
師
匠
格
。
衛
門
は
明
治
一
三
年
頃
活
躍
し
た
（
佐
藤

二
〇
一
八
：
三
五
～
三
七
頁
等
。
倉
田
一
九
九
九
：
三
二
九
頁
）。
　

  13 

佐
藤
二
〇
一
六
の
考
証
に
よ
る
。

  14 

神
山
二
〇
〇
六
、
守
随
一
九
七
一
、一
九
七
二
他
。

  15 

佐
藤
二
○
一
六
、二
〇
一
八
、二
〇
一
九
。

  16 

し
か
し
中
村
歌
扇
を
「
最
後
の
女
役
者
」
と
す
る
こ
と
も
多
い
。
後
述
。

  17 

杉
浦
一
九
〇
九
、一
九
一
二
。
演
藝
畫
報
社
編
一
九
一
〇
。
井
口
一
九
一
二
他
。

  18 

大
笹
一
九
八
五
：
九
八
、三
四
四
頁
。
杉
浦
一
九
〇
九
：
歌
舞
伎
俳
優
之
部
七
二
、九
四
頁
。
井
口

一
九
一
二
：
八
七
～
九
二
頁
他
。

  19 

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記
録
課
（
以
下
、
国
立
劇
場
と
略
す
）
二
〇
二
〇
：
六
四
頁
。
杉
浦

一
九
〇
九
：
歌
舞
伎
俳
優
之
部
八
六
頁
他
。

  20 

杉
浦
一
九
〇
九
：
歌
舞
伎
俳
優
之
部
八
七
頁
。
大
笹
一
九
八
五
：
九
八
頁
。
大
笹
は
「
二
代
目
河
原
崎

長
十
郎
の
姉
」
と
記
し
て
い
る
が
、
前
進
座
の
長
十
郎
を
「
二
代
目
」
と
記
し
て
い
る
の
で
『
名
跡
便
覧
』

の
「
四
代
目
」
を
採
用
し
た
。

  21 

井
口
一
九
一
二
：
九
六
～
九
八
頁
。
宝
塚
歌
劇
団
の
振
付
も
し
た
（
萩
原
一
九
五
四
）。

  22 

国
立
劇
場
二
〇
二
〇
：
二
九
二
頁
。
田
村
一
九
一
八
。

  23 

井
口
一
九
一
二
：
一
○
四
～
一
○
六
頁
他
。

  24 

朝
之
正
は
木
下
二
〇
二
二
に
出
会
っ
て
初
め
て
知
っ
た
女
役
者
で
あ
る
。

  25 

昭
和
期
に
は
初
代
鴈
治
郎
の
末
娘
中
村
芳
子
［
一
九
二
〇
～
一
九
八
七
］
は
短
い
期
間
だ
が
、
戦
前
の
上

方
歌
舞
伎
の
舞
台
に
立
っ
た
。
旭
梅
の
娘 

市
川
紅
梅
、
二
代
目
鴈
治
郎
の
娘 

中
村
玉
緒
、
十
七
代
勘
三

郎
の
娘 

波
野
久
里
子
な
ど
も
大
歌
舞
伎
の
舞
台
に
立
っ
た
が
こ
れ
ら
は
例
外
的
で
、
歌
舞
伎
専
門
の
女

役
者
と
は
い
え
な
い
。

  26 

仲
吉
に
つ
い
て
は
倉
田
一
九
九
九
：
三
二
九
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
八
九
頁
。
新
聞
『
新
愛
知
』
大
正

一
五
年
九
月
一
四
日
朝
刊
の
死
亡
記
事
。
及
び
小
池
橇
歌
の
談
話
。
橇
歌
（
一
九
〇
一
～
七
五
）
は
本
名

小
池
禮
三
。
小
池
章
太
郎
氏
の
父
。
大
正･

昭
和
期
に
亙
り
大
歌
舞
伎
も
小
芝
居
も
数
多
く
鑑
賞
し
た

見
巧
者
で
、
仲
吉
の
舞
台
も
見
て
い
る
。
談
話
は
橇
歌
が
語
っ
た
内
容
を
章
太
郎
氏
か
ら
聞
き
取
っ
た
。

  27 

井
口
一
九
一
二
：
一
五
二
～
一
五
四
頁
他
。

  28 

杉
浦
一
九
一
二
：
八
四
頁
。
井
口
一
九
一
二
：
一
四
六
～
一
四
八
頁
。
蘭
圃
一
八
九
六
に
は
好
意
的
な

評
が
載
る
。
師
匠
錦
升
に
つ
い
て
は
国
立
劇
場
二
〇
二
〇
：
三
一
二
頁
。
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  29 
磯
田
一
八
九
五
：
五
頁
他
。
杉
浦
一
九
一
二
：
附
録
六
頁
に
明
治
三
八
年
に
五
三
歳
で
没
と
あ
る
。

  30 

井
口
一
九
一
二
：
一
五
五
～
一
五
七
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
七
四
頁
他
。

  31 

杉
浦
一
九
一
二
：
八
二
頁
。
井
口
一
九
一
二
：
一
五
七
頁
他
。

  32 

井
口
一
九
一
二
：
一
四
九
～
一
五
一
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
八
五
頁
。
小
宮
二
○
○
七
：
九
七
頁
他
。

  33 

植
田
二
〇
一
三
。

  34 

井
口
一
九
一
二
：
九
九
～
一
○
一
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
七
九
頁
、
他
。
晩
年
は
視
力
を
失
い
常
磐
津

の
師
匠
で
暮
ら
し
た
。
昭
和
一
五
年
ま
で
は
生
存
（
小
林
一
九
四
〇
）。

  35 

杉
浦
一
九
一
二
：
八
三
頁
。
井
口
一
九
一
二
：
一
五
七
頁
。
小
宮
二
○
○
七
：
六
三
頁
に
明
治
三
六
年

八
月
市
村
座
「
大
阪
子
供
芝
居
」
の
公
演
が
記
録
さ
れ
、
彼
女
達
の
一
座
と
思
わ
れ
る
。

  36 

澤
村
二
〇
一
一
：
二
二
～
二
三
頁
。
及
び
二
○
一
二
、七
一
頁
。

  37 

井
口
一
九
一
二
：
一
○
二
～
一
○
三
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
八
七
頁
他
。

  38 

木
下
二
〇
二
二
：
一
二
六
～
一
二
九
頁
。
昭
和
三
年
と
三
七
年
の
公
演
は
小
池
章
太
郎
氏
よ
り
提
供
さ

れ
た
チ
ラ
シ
（
個
人
蔵
）、
及
び
嘉
穂
劇
場
所
蔵
の
チ
ラ
シ
に
よ
る
。

  39 

杉
岡
一
九
三
六
：
二
一
四
頁
。
森
野
一
九
七
一
：
八
二
頁
。『
羅
府
新
報
』（
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
）

一
九
二
九
年
二
月
八
日
記
事
。『
大
北
日
報
』（
シ
ア
ト
ル
）一
九
二
九
年
二
月
一
八
日
記
事
。『
布
哇
報
知
』

（
ハ
ワ
イ
）
一
九
二
九
年
三
月
二
四
日
記
事
他
。

  40 

揚
幕
社
編
輯
部
一
九
二
三
：
東
西
各
派
女
優
篇
一
頁
。

  41 

岡
崎
一
九
三
一
：
七
九
頁
。

  42 

鶴
之
助
は
阿
部
一
九
七
〇
：
三
五
四
頁
や
、
中
川
一
九
九
七
：
五
六
～
五
九
頁
、
小
林
一
九
四
〇
：

六
九
頁
な
ど
、た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
小
芝
居
の
大
物
役
者
。右
鶴
に
つ
い
て
は
小
宮
二
〇
一
一「
か

た
ば
み
座
興
行
総
録
（
補
訂
版
）」：
二
八
八
～
二
九
〇
頁
。
拙
稿
二
〇
二
一
：
七
六
頁
。

  43 

高
澤
一
九
一
九
：
一
七
八
頁
。
揚
幕
社
編
輯
部
一
九
二
三
：
東
西
各
派
女
優
篇
二
八
頁
。
杉
岡

一
九
二
四
：
一
九
〇
頁
。
岡
崎
一
九
三
一
：
八
〇
頁
。
杉
岡
一
九
三
六
：
二
一
四
頁
。
木
下
二
〇
二
二
：
三
七

～
五
四
頁
。『
岩
手
毎
日
新
聞
』一
九
二
六
年
一
一
月
一
九
日
記
事
。こ
の
新
聞
記
事
に
刷
り
込
ま
れ
た「
愛

讀
者
優
待
券
」
に
は
「
女
の
市
川
團
十
郎
と
定
評
あ
る
」
と
の
文
言
が
載
る
。

  44 

秋
葉
一
九
六
〇
：
三
一
頁
。

  45 

小
宮
二
○
○
七
：
八
八
、九
三
、九
七
、一
○
一
、一
○
五
、一
○
八
頁
。『
都
新
聞
』
昭
和
二
年
十
月
八
日

記
事
「
其
の
後
の
女
歌
舞
伎
」。

  46 

伊
井
二
○
○
三
：
一
五
〇
～
一
五
三
頁
。

  47 

藤
沢
一
九
四
八
：
九
六
頁
。

  48 

杉
浦
一
九
一
二
：
七
七
頁
。
井
口
一
九
一
二
：
一
五
七
頁
。

  49 

半
田
市
秘
書
課
広
報
係
編
一
九
五
二
：
一
七
六
～
一
七
七
頁
。
市
川
一
九
八
三
：
五
七
～
八
九
頁
。
市
川

升
十
郎
は
米
寿
の
指
導
の
厳
し
さ
、
一
座
の
厳
し
い
規
律
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
没
年
に
つ
い
て
は
高

嶋
一
九
八
九
：
二
一
頁
。
昭
和
三
年
頃
、
米
寿
の
一
座
に
は
朝
之
正
の
弟
子
の
朝
華
な
ど
が
同
座
（
木

下
二
○
二
二
：
一
三
一
頁
）
し
て
い
る
。

  50 

西
尾
の
人
物
誌
編
集
委
員
会
編
一
九
九
五
：
四
三
～
四
四
頁
。
鳥
山
一
九
九
三
：
一
三
三
～
一
三
八
頁
。

及
び
市
川
吾
妻
の
娘
故
成
瀬
早
苗
氏
か
ら
の
聞
取
り
。『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
三
年
五
月
一
二
日
記

事
、
牧
原
秋
子
「
戦
前
の
地
方
飾
っ
た
女
歌
舞
伎
―
「
女
団
十
郎
」
市
川
牡
丹
、
こ
と
し
没
後
50
年
」。

  51 

土
田
二
〇
一
三
。
及
び
、
二
〇
一
四
。
歌
扇
の
妹
歌
江
も
神
田
劇
場
で
人
気
を
博
し
た
女
役
者
。

  52 

阿
部･

小
池
一
九
八
三
：
一
八
〇
頁
。

  53 

土
田
二
〇
一
三
：
七
八
頁
。

  54 

『
朝
日
新
聞
』
一
八
九
九
年
二
月
二
一
日
及
び
七
月
一
七
日
東
京
朝
刊
記
事
。
小
宮
二
○
○
七
：
九
五
頁
。

小
宮
編
二
〇
一
一
：
一
二
一
、一
九
〇
頁
他
。
土
田
二
〇
一
四
、七
七
頁
。
時
若
の
語
り
は
そ
の
妻
三
代

目
小
紫
師
か
ら
の
聞
取
り
。

  55 

松
尾
一
九
七
六
及
び
、
一
九
八
三
。

  56 

中
川
二
○
○
二
：
一
○
二
頁
。

  57 

阿
部
一
九
七
〇
：
四
五
五
～
四
五
七
頁
。
小
宮
二
〇
一
一
「
か
た
ば
み
座
興
行
総
録
（
補
訂
版
）」：

二
九
〇
～
二
九
一
頁
。

  58 

西
尾
の
人
物
誌
編
集
委
員
会
一
九
九
五
：
四
一
～
四
二
頁
。
鳥
山
一
九
九
三
：
一
三
三
～
一
三
八
頁
。

及
び
吾
妻
の
娘
故
成
瀬
早
苗
氏
と
市
川
牡
丹
孫
牧
原
信
行
氏
か
ら
の
聞
取
り
。
な
お
、
拙
稿
二
〇
二
一

で
吾
妻
の
叔
母
が
牡
丹
と
記
し
た
が
、
従
姉
妹
が
正
し
い
。
こ
の
場
で
訂
正
す
る
。

  59 

森
一
九
九
八
：
七
一
、七
六
頁
。
近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
二
〇
〇
五
：
二
九
、五
二
頁
他
。｢

市
川
九
女

八｣

の
二
代
目
、
三
代
目
に
つ
い
て
本
稿
で
は
追
求
し
な
い
。

  60 

杉
岡
一
九
三
六
：
二
一
三
頁
。
森
野
一
九
七
一
：
八
二
頁
。
杉
岡
の
『
俳
優
大
鑑
』
に
は
「
九
歳
に
し
て

嵐
八
千
代
一
座
の
名
称
に
て
渡
米
」
し
て
、｢

勧
進
帳｣

の
弁
慶
な
ど
の
主
役
を
演
じ
た
、
と
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
新
聞
各
紙
（
註
39
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
年
に
壽
々
八
一
座
が
渡
米
し
、
子
供
と
は

思
え
ぬ
八
千
代
の
演
技
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
生
ま
れ
と
す
れ
ば
、
数
え
年
一
一
歳
で
の
渡

米
と
な
る
。
体
躯
や
晩
年
の
舞
台
に
つ
い
て
は
三
代
目
小
紫
師
か
ら
の
聞
取
り
。

  61 

市
川
一
九
八
三
。
舘
野
他
二
〇
一
五
。
市
川
少
女
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
舘
野
太
郎
氏
が
引
き
続
き
研
究

を
進
め
て
お
り
、
劇
団
及
び
役
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴
や
活
動
の
詳
細
は
彼
に
ま
か
せ
た
い
。

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち
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遷
』
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
『
人
文
学
報
』No.518-2

社
会
人
類
学
分
野
15
、
七
九
～
九
八
頁

―
―
二
○
二
二
ｂ
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団
　
市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡
　
そ
の
二
　
―

中
芝
居･

小
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
演
目
の
特
徴
―
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
五
号
、

一
九
～
三
二
頁

―
―
二
○
二
二
ｃ
「
歌
舞
伎
演
目
に
お
け
る
小
芝
居･

中
芝
居
独
特
の
演
出
と
そ
の
保
持
に
つ
い
て
　
―

昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団
　
市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡
―
」
同
志
社
女
子
大
学
『
同
志
社
女

子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
二
号
、
四
七
～
七
三
頁

―
―
二
〇
二
三 

印
刷
中
『
小
芝
居
・
中
芝
居
役
者
の
芸
名
継
承
と
歌
舞
伎
役
者 

岩
井
小
紫
の
名
跡
に
つ
い

て
』
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
『
人
文
学
報
』No.519-2 

社
会
人
類
学
分
野
16

阿
部
優
蔵 

一
九
七
〇
『
東
京
の
小
芝
居
』
演
劇
出
版
社

阿
部
優
蔵
・
小
池
章
太
郎 

一
九
八
三
「
小
芝
居
」
項
目
、
服
部
幸
雄
他
編
『
歌
舞
伎
事
典
』
一
七
九
～

一
八
〇
頁

伊
井
一
郎 

二
○
○
三
『
女
剣
一
代
―
聞
書
き
「
女
剣
劇
役
者
・
中
野
弘
子
」
伝
』
新
宿
書
房

井
口
政
治
編 

一
九
一
二
『
女
優
鑑
』
演
藝
畫
報
社

市
川
升
十
郎 

一
九
八
三
『
か
ぶ
き
人
生
』
豊
文
堂

伊
原
敏
郎 

一
九
六
二
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店

磯
田
健
一
郎
編 

一
八
九
五
『
東
京
俳
優
名
鑑
』
磯
田
健
一
郎
発
行
・
滑
稽
堂
発
売

植
田
理
子 

二
〇
一
三
『
女
役
者
を
め
ぐ
る
文
学
―
小
栗
風
葉
・
広
津
柳
浪
と
泉
鏡
花
―
』
筑
波
大
学
日
本

文
学
会
近
代
部
会
『
稿
本
近
代
文
学
』
三
八
集
、
一
～
一
四
頁

演
藝
畫
報
社
編
・
発
行 

一
九
一
〇
『
日
本
俳
優
鑑
』

岡
崎
成
之
助
編 

一
九
三
一
『
俳
優
名
鑑
』
大
日
本
俳
優
協
會

大
笹
吉
雄 

一
九
八
五
『
日
本
現
代
演
劇
史 

明
治
・
大
正
編
』
白
水
社

加
賀
山
直
三 

一
九
六
〇
「
女
役
者
」
項
目
、
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
第
一
巻
、
平
凡
社

五
一
七
～
五
一
八
頁

加
藤
長
治
一
九
六
〇
「
お
狂
言
師
」
項
目
、
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、

四
二
六
頁

歌
舞
伎
同
好
會
編 

一
九
一
九
『
懐
中
俳
優
便
覧
』
岡
村
盛
花
堂

神
山
彰 

二
〇
〇
六
「
女
役
者
と
女
優
の
時
代
―
九
女
八
の
残
像
」『
近
代
演
劇
の
来
歴
―
歌
舞
伎
の
「
一
身

二
生
」』
森
話
社
、
二
一
六
～
二
二
六
頁

木
下
繁
喜 

二
〇
二
二
『
高
田
歌
舞
伎
を
継
い
だ
女
役
者
　
大
津
波
を
ま
ぬ
が
れ
た
資
料
か
ら
』
は
る
書
房

木
下
隆
一
編 

一
九
一
八
『
現
代
俳
優
鑑
』
演
藝
畫
報
社

近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室 

二
〇
〇
五
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
編
』
別
巻
、
八
木
書
店

倉
田
喜
弘 

一
九
九
九｢

女
優
誕
生｣

『
芸
能
の
文
明
開
化
　
明
治
国
家
と
芸
能
近
代
化
』
平
凡
社
、
三
一
三

～
三
四
三
頁

小
池
章
太
郎 

一
九
八
三
「
女
役
者
」
項
目
、
服
部
幸
雄
他
編
『
歌
舞
伎
事
典
』
平
凡
社
、
九
三
頁

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記
録
課 

二
〇
二
〇
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
　
第
五
次
修
訂
版
』
日
本
芸
術

文
化
振
興
会
発
行

小
林
勝
之
丞 

一
九
四
〇
「
忘
れ
ら
れ
た
俳
優
達
」『
演
藝
畫
報
』
昭
和
一
五
年
九
月
号
、
演
藝
畫
報
社
、
六
八

～
六
九
頁

小
宮
麒
一
編 

二
○
○
七
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇 

上
演
年
表
』

―
― 

二
○
一
一
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇 

配
役
総
覧
』
第
七
版

小
宮
麒
一 

二
○
一
一
「
か
た
ば
み
座
興
行
総
録
（
補
訂
版
）」
小
宮
麒
一
編
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇 

配

役
総
覧
』
第
七
版
、
二
八
四
～
二
九
一
頁

小
谷
野
敦 

二
〇
二
〇
『
歌
舞
伎
に
女
優
が
い
た
時
代
』（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）
中
央
公
論
新
社

佐
藤
か
つ
ら 

二
〇
一
〇
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
　
小
芝
居
の
時
代
』
ぺ
り
か
ん
社

―
― 

二
〇
一
六
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）」
青
山
学
院
比
較
芸
術
学
会
『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
第
四
号
、
一
～

一
九
頁

―
― 

二
〇
一
八
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
二
）」
青
山
学
院
比
較
芸
術
学
会
『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
第
五
号
、
三
五

～
五
四
頁

―
― 

二
〇
一
九
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
三
）」
青
山
学
院
比
較
芸
術
学
会
『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
第
六
号
、
四
九

～
六
四
頁

澤
村
田
之
助 

二
〇
一
一
『
澤
村
田
之
助
む
か
し
語
り
―
回
想
の
昭
和
歌
舞
伎
―
』
雄
山
閣

―
― 

二
〇
一
二
「
銀
座
つ
れ
づ
れ
」
銀
座
百
店
会
『
銀
座
百
点
』
六
八
七
号
、
七
〇
～
七
三
頁

守
随
憲
治 

一
九
七
一
「
市
川
九
女
八
伝
聞
記
（
一
）
―
あ
る
女
役
者
の
口
述
―
」
実
践
文
学
会
『
実
践
文
学
』

三
八
～
四
六
頁

―
― 

一
九
七
二
「
市
川
九
女
八
伝
聞
記
（
Ⅱ
）
―
あ
る
女
役
者
の
口
述
―
」
実
践
国
文
学
会
『
実
践
国
文
学
』

三
四
～
四
三
頁

杉
岡
文
楽
編 

一
九
二
四
『
俳
優
名
鑑
』
杉
岡
文
楽
堂

―
― 

一
九
三
六
（
二
〇
〇
五
）『
俳
優
大
鑑
』
歌
舞
伎
書
房 

（『
明
治
～
昭
和
初
期
　
俳
優
名
鑑
集
成
』
第

一
四
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
）

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

  62 
拙
稿
二
〇
二
一
：
八
〇
～
八
一
頁
、
及
び
二
〇
二
二
ａ
：
八
一
～
八
三
頁
。
及
び
二
〇
二
三
。

  63 

拙
稿
二
〇
二
一
：
八
〇
頁
、
及
び
二
〇
二
二
ａ
：
八
一
～
八
三
頁
。
及
び
二
〇
二
三
。

  64 

杉
浦
一
九
〇
九
：
名
簿
（
女
優
之
部
）
二
五
頁
。
杉
浦
一
九
一
二
：
附
録
六
頁
に
明
治
四
三
年
に
五
八
歳

で
没
と
あ
る
。

  65 

杉
浦
一
九
一
二
：
七
五
頁
。
井
口
一
九
一
二
：
一
五
七
頁
他
。

  66 

杉
浦
一
九
一
二
：
七
六
頁
。
揚
幕
社
編
輯
部
一
九
二
三
：
東
西
各
派
女
優
篇
一
頁
。
杉
岡
一
九
二
四
：

一
八
九
頁
他
。

  67 

杉
浦
一
九
一
二
：
七
八
頁
に
は
本
名
中
村
し
ち
と
あ
る
が
、
井
口
一
九
一
二
：
一
五
七
頁
に
は
安
藤
さ

と
子
、
岡
崎
一
九
三
一
：
一
一
六
頁
に
は
安
藤
サ
ト
と
記
さ
れ
る
。

  68 

阿
部
一
九
七
〇
：
四
五
五
頁
。
小
宮
二
〇
一
一
「
か
た
ば
み
座
興
行
総
録
（
補
訂
版
）」：
二
九
〇
～

二
九
一
頁
。

  69 

西
川
一
九
八
六
：
一
七
三
～
一
七
五
頁
。
水
木
二
〇
〇
〇
：
九
六
～
一
〇
一
頁
。
高
嶋
一
九
八
九
：

一
六
頁
に
本
名
「
い
よ
」
と
あ
る
が
、親
族
か
ら
聞
き
取
っ
て
い
る
西
川
お
よ
び
水
木
の
記
述
に
よ
っ
た
。

  70 

伊
井
二
〇
〇
三
：
一
四
五
～
一
五
三
頁
。

  71 

岡
崎
一
九
三
一
：
一
一
七
頁
。

  72 

杉
岡
一
九
二
四
：
一
九
一
頁
。

  73 

杉
岡
一
九
二
四
：
一
九
○
頁
。

  74 

木
下
二
〇
二
二
：
一
三
～
一
〇
七
頁
。

  75 

杉
岡
一
九
二
四
：
一
九
〇
頁
。
木
下
二
〇
二
二
：
四
六
～
五
一
、一
二
五
～
一
二
六
頁
。

  76 

杉
岡
一
九
二
四
：
一
九
一
頁
。

  77 

木
下
二
〇
二
二
：
三
四
～
三
五
頁
。
及
び
俵
山
女
歌
舞
伎
保
存
会
会
長 

宮
野
修
治
氏
か
ら
の
聞
取
り
。

  78 

江
戸
期
か
ら
活
動
し
て
い
た
女
芝
居
の
座
員
が
、
明
治
期
か
ら
俵
山
を
拠
点
と
し
て
昭
和
十
年
代
ま
で

各
地
を
興
行
。
地
元
民
に
も
歌
舞
伎
指
導
を
し
た
。
女
歌
舞
伎
は
そ
の
後
も
継
承
さ
れ
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
（
宮
野
一
九
八
二
）。

  79 

三
代
目
小
紫
師
か
ら
の
聞
き
取
り
。

  80 

倉
田
一
九
九
九
：
三
二
六
頁
。

  81 

田
中
一
九
六
二
：
四
〇
頁
。

  82 

芸
所
名
古
屋
の
歴
史
や
、
三
河
の
万
人
講
に
つ
い
て
は
　
安
田
二
〇
〇
九
。

  83 

大
笹
一
九
八
五
：
三
四
八
～
三
五
一
頁
。

  84 

土
田
二
〇
一
三
：
六
九
頁
。

  85 

昭
和
三
二
年
一
一
月
細
川
興
行
「
富
士
歌
舞
伎
『
二
の
替
り
』」
の
番
附
（
山
下
博
志
氏
蔵
）
の
末
尾
に｢

富
士
少
女
歌
舞
伎｣

の
宣
伝
が
あ
る
。

  86 

拙
稿
二
〇
二
一
、二
〇
二
二
ａ
。

  87 

西
川
一
九
八
六
：
五
八
～
五
九
頁
。

  88 

三
代
目
小
紫
師
か
ら
の
聞
き
取
り
。

  89 

戸
板
一
九
八
四
：
九
九
頁
。

  90 

蘭
圃
一
八
九
六
。

  91 

先
輩
女
優
と
一
緒
の
承
認
は
「
劇
界
規
律
の
上
か
ら
も
穏
か
で
な
い
」
と
、
菊
枝
以
外
の
八
名
は
明
治
期

に
遡
っ
て
の
昇
進
の
体
裁
を
と
っ
て
協
会
の
面
目
を
立
て
た
、
と
い
う
。

  92 

『
朝
日
新
聞
』
明
治
二
七
年
六
月
三
○
日
東
京
朝
刊
記
事
。

  93 

土
田
二
〇
一
三
：
七
一
頁
。

  94 

土
田
二
〇
一
三
：
七
三
頁
。

  95 

土
田
二
〇
一
三
：
六
七
、七
一
頁
。

  96 

神
山
二
〇
〇
六
：
二
二
一
頁
。

  97 

神
山
二
〇
〇
六
：
二
二
四
頁
。

  98 

小
紫
師
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
て
子
供
歌
舞
伎
の
指
導
を
行
う
現
在
の
姿
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
谷
口
未
央
監
督
「
ル
ー
ツ
は
地
方
興
行
の
歌
舞
伎
一
座
―
―
子
ど
も
歌
舞

伎
の
振
付
と
後
継
者
の
育
成
に
人
生
を
さ
さ
げ
る
86
歳
、「
女
の
花
道
」」

https://creators.yahoo.co.jp/taniguchim
io/0200365576

  99 

神
山
二
〇
〇
六
：
二
一
七
頁
。

  100 

佐
藤
二
〇
一
六
：
一
頁
。

  101 

拙
稿
二
〇
二
二
ｂ
、
ｃ
。

参
照
文
献

秋
葉
芳
美 

一
九
六
〇
「
浅
尾
家
」
項
目
、
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
三
一

頁
揚
幕
社
編
輯
部
編 

一
九
二
三
『
現
代
俳
優
名
鑑
』
八
宏
社

浅
野
久
枝 

二
○
二
一
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団
　
市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡
　
そ
の
一
」

京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
四
号
、
七
一
～
八
八
頁

―
― 

二
〇
二
二
ａ
『
昭
和
５
０
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団 

市
川
市
蔵
劇
団
の
活
動
と
興
行
形
態
の
変

京都精華大学紀要　第五十六号
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遷
』
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
『
人
文
学
報
』No.518-2

社
会
人
類
学
分
野
15
、
七
九
～
九
八
頁

―
―
二
○
二
二
ｂ
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団
　
市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡
　
そ
の
二
　
―

中
芝
居･
小
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
演
目
の
特
徴
―
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
五
号
、

一
九
～
三
二
頁

―
―
二
○
二
二
ｃ
「
歌
舞
伎
演
目
に
お
け
る
小
芝
居･

中
芝
居
独
特
の
演
出
と
そ
の
保
持
に
つ
い
て
　
―

昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団
　
市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡
―
」
同
志
社
女
子
大
学
『
同
志
社
女

子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
二
号
、
四
七
～
七
三
頁

―
―
二
〇
二
三 

印
刷
中
『
小
芝
居
・
中
芝
居
役
者
の
芸
名
継
承
と
歌
舞
伎
役
者 

岩
井
小
紫
の
名
跡
に
つ
い

て
』
東
京
都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
『
人
文
学
報
』No.519-2 

社
会
人
類
学
分
野
16

阿
部
優
蔵 

一
九
七
〇
『
東
京
の
小
芝
居
』
演
劇
出
版
社

阿
部
優
蔵
・
小
池
章
太
郎 

一
九
八
三
「
小
芝
居
」
項
目
、
服
部
幸
雄
他
編
『
歌
舞
伎
事
典
』
一
七
九
～

一
八
〇
頁

伊
井
一
郎 

二
○
○
三
『
女
剣
一
代
―
聞
書
き
「
女
剣
劇
役
者
・
中
野
弘
子
」
伝
』
新
宿
書
房

井
口
政
治
編 

一
九
一
二
『
女
優
鑑
』
演
藝
畫
報
社

市
川
升
十
郎 

一
九
八
三
『
か
ぶ
き
人
生
』
豊
文
堂

伊
原
敏
郎 

一
九
六
二
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店

磯
田
健
一
郎
編 

一
八
九
五
『
東
京
俳
優
名
鑑
』
磯
田
健
一
郎
発
行
・
滑
稽
堂
発
売

植
田
理
子 

二
〇
一
三
『
女
役
者
を
め
ぐ
る
文
学
―
小
栗
風
葉
・
広
津
柳
浪
と
泉
鏡
花
―
』
筑
波
大
学
日
本

文
学
会
近
代
部
会
『
稿
本
近
代
文
学
』
三
八
集
、
一
～
一
四
頁

演
藝
畫
報
社
編
・
発
行 

一
九
一
〇
『
日
本
俳
優
鑑
』

岡
崎
成
之
助
編 

一
九
三
一
『
俳
優
名
鑑
』
大
日
本
俳
優
協
會

大
笹
吉
雄 

一
九
八
五
『
日
本
現
代
演
劇
史 

明
治
・
大
正
編
』
白
水
社

加
賀
山
直
三 

一
九
六
〇
「
女
役
者
」
項
目
、
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
第
一
巻
、
平
凡
社

五
一
七
～
五
一
八
頁

加
藤
長
治
一
九
六
〇
「
お
狂
言
師
」
項
目
、
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、

四
二
六
頁

歌
舞
伎
同
好
會
編 

一
九
一
九
『
懐
中
俳
優
便
覧
』
岡
村
盛
花
堂

神
山
彰 

二
〇
〇
六
「
女
役
者
と
女
優
の
時
代
―
九
女
八
の
残
像
」『
近
代
演
劇
の
来
歴
―
歌
舞
伎
の
「
一
身

二
生
」』
森
話
社
、
二
一
六
～
二
二
六
頁

木
下
繁
喜 

二
〇
二
二
『
高
田
歌
舞
伎
を
継
い
だ
女
役
者
　
大
津
波
を
ま
ぬ
が
れ
た
資
料
か
ら
』
は
る
書
房

木
下
隆
一
編 

一
九
一
八
『
現
代
俳
優
鑑
』
演
藝
畫
報
社

近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室 

二
〇
〇
五
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
京
都
編
』
別
巻
、
八
木
書
店

倉
田
喜
弘 

一
九
九
九｢

女
優
誕
生｣

『
芸
能
の
文
明
開
化
　
明
治
国
家
と
芸
能
近
代
化
』
平
凡
社
、
三
一
三

～
三
四
三
頁

小
池
章
太
郎 

一
九
八
三
「
女
役
者
」
項
目
、
服
部
幸
雄
他
編
『
歌
舞
伎
事
典
』
平
凡
社
、
九
三
頁

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記
録
課 

二
〇
二
〇
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
　
第
五
次
修
訂
版
』
日
本
芸
術

文
化
振
興
会
発
行

小
林
勝
之
丞 

一
九
四
〇
「
忘
れ
ら
れ
た
俳
優
達
」『
演
藝
畫
報
』
昭
和
一
五
年
九
月
号
、
演
藝
畫
報
社
、
六
八

～
六
九
頁

小
宮
麒
一
編 

二
○
○
七
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇 

上
演
年
表
』

―
― 

二
○
一
一
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇 

配
役
総
覧
』
第
七
版

小
宮
麒
一 

二
○
一
一
「
か
た
ば
み
座
興
行
総
録
（
補
訂
版
）」
小
宮
麒
一
編
『
歌
舞
伎
・
新
派
・
新
国
劇 

配

役
総
覧
』
第
七
版
、
二
八
四
～
二
九
一
頁

小
谷
野
敦 

二
〇
二
〇
『
歌
舞
伎
に
女
優
が
い
た
時
代
』（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）
中
央
公
論
新
社

佐
藤
か
つ
ら 

二
〇
一
〇
『
歌
舞
伎
の
幕
末
・
明
治
　
小
芝
居
の
時
代
』
ぺ
り
か
ん
社

―
― 

二
〇
一
六
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
一
）」
青
山
学
院
比
較
芸
術
学
会
『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
第
四
号
、
一
～

一
九
頁

―
― 

二
〇
一
八
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
二
）」
青
山
学
院
比
較
芸
術
学
会
『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
第
五
号
、
三
五

～
五
四
頁

―
― 

二
〇
一
九
「
市
川
九
女
八
年
譜
稿
（
三
）」
青
山
学
院
比
較
芸
術
学
会
『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
第
六
号
、
四
九

～
六
四
頁

澤
村
田
之
助 

二
〇
一
一
『
澤
村
田
之
助
む
か
し
語
り
―
回
想
の
昭
和
歌
舞
伎
―
』
雄
山
閣

―
― 

二
〇
一
二
「
銀
座
つ
れ
づ
れ
」
銀
座
百
店
会
『
銀
座
百
点
』
六
八
七
号
、
七
〇
～
七
三
頁

守
随
憲
治 

一
九
七
一
「
市
川
九
女
八
伝
聞
記
（
一
）
―
あ
る
女
役
者
の
口
述
―
」
実
践
文
学
会
『
実
践
文
学
』

三
八
～
四
六
頁

―
― 
一
九
七
二
「
市
川
九
女
八
伝
聞
記
（
Ⅱ
）
―
あ
る
女
役
者
の
口
述
―
」
実
践
国
文
学
会
『
実
践
国
文
学
』

三
四
～
四
三
頁

杉
岡
文
楽
編 
一
九
二
四
『
俳
優
名
鑑
』
杉
岡
文
楽
堂

―
― 

一
九
三
六
（
二
〇
〇
五
）『
俳
優
大
鑑
』
歌
舞
伎
書
房 

（『
明
治
～
昭
和
初
期
　
俳
優
名
鑑
集
成
』
第

一
四
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
）

昭和期まで活躍した女性歌舞伎役者たち

90



杉
浦
善
三
編 

一
九
〇
九
『
俳
優
明
鑑
』
演
藝
俱
楽
部

杉
浦
善
三 
一
九
一
二
『
女
優
か
ゞ
美
』
杉
浦
出
版
部

高
澤
初
風
編 
一
九
一
九
『
人
気
役
者
の
戸
籍
調
べ
』
文
星
社

高
嶋
雄
三
郎 
一
九
八
九
『
日
本
女
優
史
』
川
柳
新
聞
社

舘
野
太
郎
・
神
山
彰
・
日
比
野
啓
取
材 

二
〇
一
五
「
市
川
福
升
聞
き
書
き
」

https://oraltheatrehistory.org/archives/190

―
― 

二
〇
一
五｢

市
川
梅
香
聞
き
書
き｣

https://oraltheatrehistory.org/archives/188

田
中
緑
紅 

一
九
六
二
『
新
京
極
今
昔
話 
そ
の
二
』
緑
紅
叢
書
四
の
五
、
京
を
語
る
会

田
村
成
義
一
九
一
八
（
一
九
七
五
）「
三
世
坂
東
玉
三
郎
」『
芸
界
通
信
　
無
線
電
話
』
青
蛙
房
、
一
三
四
～

一
四
四
頁

土
田
牧
子 

二
〇
一
三
「
女
役
者
と
い
う
存
在
と
そ
の
歴
史
的
位
置
づ
け
―
中
村
歌
扇
の
芸
歴
を
通
し
て
―
」

『
東
京
芸
術
大
学
紀
要
』
第
三
八
集
、
六
七
～
八
五
頁

―
― 

二
〇
一
四
「
女
役
者
と
小
芝
居
の
行
く
末
　
神
田
劇
場
時
代
の
中
村
歌
扇
」
神
山
彰
編
『
忘
れ
ら
れ
た

演
劇
　
近
代
日
本
演
劇
の
記
憶
と
文
化
Ⅰ
』
森
話
社
、
六
一
～
九
二
頁

戸
板
康
二 

一
九
八
四
『
泣
き
ど
こ
ろ
人
物
誌
』
文
藝
春
秋
社

富
永
正
吉
編 

一
八
九
一
（
二
〇
〇
五
）『
東
京
俳
優
名
鑑
』
小
林
鉄
次
郎
発
行 
（『
明
治
～
昭
和
初
期
　
俳
優

名
鑑
集
成
』
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
）

鳥
山
幸
男 

一
九
九
三
『
三
河
古
都
西
尾
界
隈
裏
ば
な
し
』
冬
青
書
屋

中
川
哲 

一
九
九
七
『
東
京
小
芝
居
挽
歌
』
青
蛙
房

中
川
芳
三
〈
聞
き
手
・
構
成 

児
玉
竜
一
〉
二
○
○
二
「〔
聞
き
書
き
〕
戦
後
の
上
方
歌
舞
伎
　
―
興
行
師･

裏
方･

演
奏
家
た
ち
―
」
東
京
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
『
近
代
歌
舞
伎
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
―
近
代
歌

舞
伎
と
写
真
メ
デ
ィ
ア･

近
代
上
方
歌
舞
伎
の
伝
承
―
』
九
一
～
一
三
〇
頁

西
尾
の
人
物
誌
編
集
委
員
会
編 

一
九
九
五
『
西
尾
の
人
物
誌
』
西
尾
市
教
育
委
員
会
発
行

西
川
鯉
男
編 

一
九
八
六
『
小
島
二
朔
芝
居
ば
な
し
』
青
蛙
房

日
本
年
鑑
協
會
編 

一
九
二
五
『
演
劇
年
鑑1925

』
二
松
堂
書
店

萩
原
広
吉
編 

一
九
五
四
『
宝
塚
歌
劇
四
十
年
史
』
宝
塚
歌
劇
団
出
版
部

半
田
市
秘
書
課
広
報
係
編 

一
九
五
二
『
半
田
の
大
観
』
半
田
市
役
所
発
行

藤
沢
衛
彦
一
九
四
八
（
一
九
八
二
）『
日
本
刑
罰
風
俗
史 （
日
本
文
化
史
叢
書
）』
藤
森
書
店

編
者
不
詳 

一
八
九
七
（
二
〇
〇
五
）『
東
京
組
合
俳
優
案
内
　
写
真
肖
像
本
名
住
所
付
』
内
藤
き
く
発
行
・

正
耕
舘
発
売 （『
明
治
～
昭
和
初
期
　
俳
優
名
鑑
集
成
』
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
）

松
尾
國
三 

一
九
七
六
『
け
た
は
ず
れ
人
生
』
講
談
社

―
―
一
九
八
三「
赤
毛
布
の
旅
芝
居
　
大
正
十
五
年
に
ア
メ
リ
カ
に
出
掛
け
た
巡
業
実
話
」演
劇
出
版
社『
演

劇
界
』
四
一
巻
一
四
号
、
七
四
～
七
八
頁

水
木
亮
二
〇
〇
〇
『
山
梨
の
民
俗
芸
能
』
勉
誠
出
版

宮
野
薫 

一
九
八
二
『
俵
山
温
泉
女
歌
舞
伎
物
語
』
俵
山
古
代
文
化
研
究
所

森
毅（
聞
き
手
大
岩
精
二
　
構
成 

土
岐
迪
子
） 

一
九
九
八「
特
集 

森
毅
的
歌
舞
伎
の
青
春
」演
劇
出
版
社『
演

劇
界
』
五
六
巻
五
号
、
七
〇
～
八
四
頁

森
野
正
一 

一
九
七
一
『
私
の
思
い
出
』
日
貿
出
版
社

安
田
徳
子 

二
〇
〇
九
『
地
方
芝
居
・
地
芝
居
研
究
―
名
古
屋
と
そ
の
周
辺
―
』
お
う
ふ
う

蘭
圃 

一
八
九
六「
小
芝
居
め
ぐ
り（
柳
盛
座
と
三
崎
座
）」『
歌
舞
伎
新
報
』一
六
三
一
号
及
び
一
六
三
二
号
、 

歌
舞
伎
新
報
社
、
一
七
～
一
八
頁
及
び
一
五
～
一
六
頁
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